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平成18年第２回嬉野市議会定例会議事日程 

平成18年６月14日（水）  

本会議第２日目   

午前10時 開 議   

日程第１  一般質問 

順次 通 告 者 質 問 の 事 項 

１ 平 野 昭 義 １．企業誘致活動を、新市づくりの最重要課題として積極的に

推進せよ 

２．最近市内で、火災、窃盗等が多発している。また、各地で

子供の誘拐が連発し、登下校の対策が急務ではないか 

３．県道大木場－武雄線の改良工事を急げ 

４．八幡川の魚道を早期に整備されないか 

２ 梶 原 睦 也 １．安心、安全な街づくり 

２．高齢者福祉について 

３ 太 田 重 喜 １．農林業問題について 

２．観光問題について 

３．環境問題について 

４ 西 村 信 夫 １．高齢者の高額医療費償還制度について 

２．介護保険制度について 

３．防災行政無線（戸別受信機）の整備促進について 

５ 川 原   等 １．南下久間地区の通学路について 

２．県道（万才～塩吹）の通学路について 

３．公共施設の有効利用について 

４．公共施設の整備について 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開議 

○議長（山口 要君） 

 皆さんおはようございます。本日は田口議員、神近議員が遅刻であります。定足数に達し
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ておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 日程第１．一般質問を行います。 

 通告順に発言を許します。19番平野昭義議員の発言を許します。 

○19番（平野昭義君） 

 議長のお許しを受けましたので、ただいまから一般質問を行います。 

 まず初めに、企業誘致活動を新市づくりの最優先課題として積極的に推進していただくこ

とです。 

 この質問については、昨年から３回質問してまいりました。狭い日本の国土で人口密度は

太平洋ベルト地帯に集中し、近年、都市部と農村部での所得の格差が広がり、所得の二極化

が進んでいると言われております。 

 昭和の大合併のころの嬉野町、塩田町の合計人口は３万7,993人、世帯数は6,919世帯であ

りました。平成18年４月末現在の人口は３万174人、世帯数は9,875世帯で、当時１世帯3.9

人から3.0人となっております。50年間で人口は7,819人減り、世帯数は2,956世帯ふえ、核

家族化が進んだことはわかります。特に中山間地においては若者の減少は著しく、老人の２

人暮らしや空き家が目立ち、防犯や火災などの事件が心配されます。 

 50年間での人口減少になった主な要因は、経済社会の大変革であります。高度成長政策は

交通が便利な太平洋ベルト地帯に集中し、仕事を求め、地方から次男、三男ばかりでなく、

家を継ぐと親が期待していた長男までがふるさとを捨てざるを得ない社会経済の構造になっ

ていったからであります。来年度からは、さらに追い打ちをかけるような農業再編が打ち出

され、中山間地の農業は死活問題にまで発展してきました。 

 このような日本経済の構造の中では、みずからの町を守るためには行政が指導力を発揮し、

生まれ育ったふるさとで安心して生涯を送れる環境づくりにあらゆる努力を重ねていかなけ

れば、老人だけが残り、やがては住む人の姿すら消えていくのではないでしょうか。家から

通勤する場所に働く職場があれば、中山間地域も崩壊せず、人々の生涯にも夢と希望が沸い

てくると確信いたします。 

 自動車産業、銀行など、一部の大手企業の決算は空前の利益が発生していると新聞などで

報道されています。企業誘致の問題については３月議会で質問しましたが、その関連を含め

８項目については、自席から再質問の中で具体的にお伺いいたします。 
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 次に、ことし２月から４月にかけて、市内で火災や窃盗が多発し、住民を不安に陥れてい

ます。わずかの期間に嬉野市全体での住宅火災は11件、その他の火災３件、住宅火災は特に

久間地区に集中的に多く発生し、５件の家が全焼するという痛ましい被害であります。いま

だに出火原因も判明しない不審火と思われる火災に、住民は恐怖すら覚えておられます。 

 また、同時期に窃盗や空き巣ねらいが続発し、市全体で18件発生し、うち７件は久間地区

に集中し、金庫などから多額の金品や貴重品が盗まれています。 

 一方、秋田県では小学生を絞殺し捨てるという残虐な事件が起こり、また、佐賀県の唐津

市では、ひき逃げし別の場所に放置するという非道な事件に、子供を持つ親たちは毎日の通

学に不安を抱かれておられます。私の地区では、下校時の２時半から４時半まで、父母や祖

父母などの協力を得て、危険箇所には毎日見回り隊を編成し、子供たちの安全を守っており

ます。 

 私たちの時代には、どんな山間の通学路でもこのような事件は１件も聞いたことはありま

せんでした。車社会になって、便利さが凶器と化しているのであります。今述べた一連の社

会の犯罪は一朝一夕にして解決は難しいと思いますが、地域全体での防犯意識の啓蒙活動や

社会を明るくする運動を家庭の中から啓発していく環境を推進すべきと私は考えるが、市長、

担当部長は具体的にどのような対策を考えて行動されておられるのかお伺いいたします。 

 次に、県道大木場武雄線の改良工事について。 

 この県道は、鹿島市の能古見を起点に、武雄市東川登の国道34号線に通じる県道208号線

であります。この大木場線は、久間西山－下久間間を走る国道498号線のパイパスの役目を

果たしており、塩田・鹿島方面から、また一方、山内・武雄方面からの通勤や通学などの利

用者が多く、特に朝夕は、急ぐ車両が高齢者など県道を横断されるときは危険であります。 

 １市３町の合併が実現していたら、やがては鳥越－吉田間のようにトンネルが開通し、鹿

島－塩田－武雄間の交流が盛んになると期待されておりました。数年前から町や地元の役員

が県道の拡張工事を急ぐように要望してまいりましたが、予算の都合で全面拡幅は困難であ

るが、武雄市の境まで残された450メートルの区間に、突出した３カ所についてはカットし、

交通の安全に努力していきますと回答されておられます。 

 鹿島土木事務所が調査された資料によりますと、１日に1,259台の車両などが通行してい

ると報告を受けております。人里離れたこの付近では、特に女性ドライバーにとっては身の

危険を感じると申されます。最近悪質な多くの事件が発生しております。この見通しの悪い
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３カ所のカットができれば、幅員も改善され、見通しもよくなり、安全で安心した通行が 

できると思います。当局に早急に要望していただきたいが、どのように考えておられるのか

お伺い申し上げます。 

 最後に、八幡川の魚道井堰整備について、八幡川は数回の大水害の被害を受け、両岸の堤

防は立派に整備されてまいりましたが、数箇所に転倒井堰による水門がつくられ、一番下流

の水門には魚道が整備されておりますが、その上流にはなく、有明海で産卵する魚の群れは、

転倒井堰によって遮断され、河川工事完了以後は、上ってきていた魚たちの群れは見ること

かできません。国土交通省は、有明海の汚染された大浦港に実証実験用のミニ干潟をつくり、

アサリの生育調査や水質調査をすると発表しました。嬉野市の集落排水事業や下水道工事も

着々と進み、河川の水質も大きく改善されていくものと思います。子供たちが自然の川の中

で遊び、いろいろなことを体験することは、生物に対する関心を持つことと同時に、地域の

友達とのふれあいの場につながると思います。 

 有明海の魚が川上に生息する場を人間の手で破壊しているのではないでしょうか。今日失

われてきた自然とのふれあいの場を広げていくためにも、さまざまな有明海の魚たちが川上

に住みつくために魚道の整備をお願いしたいが、どのように考えておられるのかお伺いをい

たします。 

 この場からはこれをもって終わります。 

○議長（山口 要君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 皆様おはようございます。本日から６月議会の一般質問が始まったところでございます。

お尋ねにつきましては真摯にお答え申し上げたいと思いますので、よろしくお願い申し上げ

たいと思います。また、傍聴の皆様におかれましては、早朝からの御来臨を賜りましてあり

がとうございます。心からお礼を申し上げたいと思います。また、敬意を表したいと思いま

す。 

 それでは、19番平野昭義議員のお尋ねについてお答えを申し上げたいと思います。 

 １点目が、企業誘致活動を新市づくりの最重要課題として積極的に推進せよと。２点目が、

最近市内で火災、窃盗等が多発している。また、各地で子供の誘拐が連発し、登下校の対策

が急務ではないかということでございます。３点目が、県道大木場武雄線の改良工事を急げ
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ということでございます。４点目が、八幡川の魚道を早期に整備されないかというお尋ねで

ございます。 

 １点目につきましてはお尋ねがございませんでしたので、後ほどお答えを申し上げたいと

思います。 

 それでは、２点目からお答えを申し上げたいと思います。 

 議員御発言のように、合併後火災が多発をいたしたところでございます。人家火災が塩田

地区で連続して発生し、大変御心配をおかけいたしました。幸いにして人命を失うことなど

はありませんでしたが、貴重な財産を焼失されました皆様には心からお見舞いを申し上げま

す。 

 火災発生後から、消防団の皆様におかれましては、連日の防火を呼びかける運動を夜遅く

まで展開していただきました。私も、塩田地区の対話集会開催中に防火を呼びかけていただ

く消防車にたびたび出会ったところでございます。心からお礼を申し上げたいと思います。

今後も全市を挙げて警戒に努めてまいります。御意見の広報紙やビデオを使用しての啓発は

効果的であると思いますので、対応してまいりたいと思います。 

 また、以前から取り組んでおります幼年消防クラブなどの活動に、子供たちなどから防火、

防犯の啓蒙が必要でありますので、今後関係先と検討し、世代を通じての防火の心構えが徹

底するよう努力をいたしたいと思います。 

 次に、防犯対策につきましては、対応を深めておるところでございます。公民館などには

防犯対策の用品を展示しておりまして、御購入等を呼びかけて、また、啓発等も行っている

ところでございます。 

 次に、全体的には、議員御発言のようにそれぞれの御家庭で防犯対策をとっていただくこ

とに期待をしているところでございます。また、近隣同士での防犯の対応が必要な場合が多

いと思いますので、集会の開催時等には防犯用の話し合いなどをしていただくよう行政嘱託

員の皆様にお願いをしてまいりたいと思っております。 

 議員御提案の防犯ステッカーなどつきましても、警察や防犯協会などと協議して、統一し

たものがあれば啓蒙の効果も上がると思いますので、資料を収集して実施に向け研究いたし

たいと思います。 

 次に、交通安全等に関してでございますけども、また、防犯も目的といたしまして、塩田

地区でも孫守り隊が発足をしていただいたところでございます。御理解をいただきました 
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塩田町老人クラブ連合会の皆様にお礼を申し上げたいと思います。 

 嬉野地区は昨年６月に発足していただいておりましたので、今回で嬉野市全体で孫守り隊

が組織されたことになります。子供たちの下校時の安全確保が主なボランティアになります

が、登校時にも御協力をいただいている場合もありますので、交通安全防止のボランティア

などとあわせて、犯罪の抑止にもつながればと考えておるところでございます。 

 また、発会式当日、嬉野地区の会長の祝辞にありましたように、子供たちとの触れ合いの

きっかけづくりになることも期待でき、地域のつながりを深めることにも役立つものと期待

をしているところでございます。 

 次に、御提案のマップのことですが、以前から学校によってはＰＴＡの御協力をいただき、

また、一部は子供たちでマップをつくったりいたしまして、全校既に作成が進んでおるとこ

ろでございます。いわゆる「ひやり、どっきりマップ」とも言えるもので、防犯、交通など

校区内の危険箇所の地図としてでき上がっておりまして、随時また変更等も行っておるとこ

ろでございます。子供たち自身でつくること、また、点検することに効果が上がると言われ

ておりますので、今後も引き続き更新、制作を働きかけてまいりたいと思います。また、子

供たちの意見を取り入れて専門的に対処することも必要だろうと思いますので、担当課にも

対策を指示してまいりたいと思っております。 

 次に、３点目の県道大木場武雄線の改良を急げということでございます。 

 御指摘の県道整備につきましては、以前からの課題としてふれあい対話集会でも御意見を

いただいたところでございます。私も現地の県道を確認いたしましたけれども、通勤など通

行量も多くなっていると承知をいたしておるところでございます。早速、先日開催いたしま

した県との協議の際に申し入れを行ったところでございます。 

 回答といたしましては、現在の予算の状況などから、整備については計画しておらないと

いう回答でございました。私もカーブの局所改良は安全確保から必要であると思いますので、

引き続き要望を行ってまいります。 

 次に、４点目の八幡川の魚道の整備についてでございますが、八幡川につきましては、 

平成13年に改良工事が行われておるところでございます。御意見につきましては、対話集会

でも御意見をいただいたところでございまして、早速県に申し入れをいたしておるところで

ございます。 

 現在の回答では、魚道だけの改良工事については厳しいという見込みでございました。 
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しかしながら、魚道の設置の必要性については認識があるということでございましたので、

今後堤防工事等の関連の工事が生じた機会にあわせて工事ができればとの回答をいただいて

おります。そのようなことでございますので、今後も引き続き要望を続けてまいりたいと 

思っております。 

 以上で平野昭義議員のお尋ねについて、お答えとさせていただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 一番初めの項目について、１から８までは、長くなりましたので自席からと申しておりま

したように、まず、１番目のいわゆる庁舎内における企業の誘致、これは塩田町の時代から

も専門部をつくるというふうな話を杉光町長はしておりましたけど、その後余り進展は聞い

ておりませんでしたけど、そのことについて。 

 ２番目、いわゆる７社の誘致企業が嬉野市にあるわけですけど、谷口市長みずからがあい

さつがてらに訪問しましょうということも聞いておりましたから、また担当課あたりが出向

いていかれたのか、それとも、その感触あたりをちょっとお伺いしてみたいと思います。 

 ３点目ですね。市の条例には確かにいろいろな誘致の奨励措置がありますけど、今まで 

聞いたところ、余りそれを受けた会社はないというふうにも聞いておりますので、その辺を

ちょっと確認した上で答弁をくださって、そして、なければ、絵にかいたもちの条例は何も

ならないと。ですからこれを改正せにゃいかんじゃないかということもつけ加えておきます。 

 それから、いろいろ私は申し上げましたけど、やっぱり今から先は、田舎をよくするため

には、この間も３人の方が質問されましたように企業誘致が大事でありまして、そのために

は団地をつくっておかないと、会社はいいですよと言っても、どこにですかと。今からしま

すよと、これでは間に合わないから、やっぱりちゃんとした団地の造成を計画せにゃいかん

じゃないかということもお願いしておきます。 

 それから、たまたま今新幹線問題がいろいろ話題になっておりますけど、その中で、鹿島

市に対して、賛成を得れば準高速を提案しますというお話がありました。そういうところで、

私は鹿島とはいろいろ関係ありませんけど、嬉野市は嬉野市として、その案をうまく引き出

して、どれだけ企業がその高速に乗って塩田、久間あたりにも来られるようにしたらいかが

かと思うわけです。 
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 それから、17年６月、昨年６月に知事に提出された、農林・農業整備管理計画、いわゆる

農免道路と思いますけど、これについて、市長としての考え方もちょっと聞いてみたいと思

います。 

 それから、７番目には、今、来年から特に多くなる団塊の世代の人をあらゆるところで 

いろいろ工夫されて、いわゆる田舎を活性化しようということにつながると思いますから、

そのことについてもひとつお伺いします。 

 それから、最後の８番目ですね。まちづくりの計画ですね、これを、私はこの中の書類を

見たら、10年後には嬉野市は12％減で２万7,500人となりますよということでありますが、

これがたまたま一つの統計やったらそれでいいですけど、計画という中には、それは一つの

考え方としては、やっぱりコーホート方式とかいろいろありますけど、前向きな姿勢で言え

ば、これではどうかなということを思いますから、今でも、３万400人と言ったのは、既に

きょう言ったように３万170何人になっております。もうどんどん減っておるわけ、毎日毎

日。ということは、生まれる人が少なくて死ぬ人が多いということが大きな要因でしょう。

そういうことで、とりあえず八つの件について市長の方からお伺いします。お願いします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 再質問についてお答えを申し上げたいと思います。 

 企業誘致活動等についての一連のお尋ねでございますので、通してお答えをさせていただ

きたいと思います。 

 少子化の様態につきましては、嬉野市でも深刻になってまいりました。先日、塩田小学校

の運動会を拝見いたしたところでございますが、人口増対策の必要性を感じたところでござ

います。以前から両町それぞれ人口増対策に取り組まれてまいりましたが、施策の一つとし

て、働く場の創出も大切な施策と考えておるところでございます。 

 ３月以降早速指示をいたしておりまして、議員御発言の組織推進のための組織づくりでご

ざいますが、助役を筆頭にいたしまして組織をかため、有効な施策を図ってまいりたいと考

えておりまして、組織づくりを行ったところでございます。また、県担当課と市職員との意

見交換会も既に行っておるところでございます。また、私も参加いたしまして、塩田地区の

進出企業の皆様との意見交換会を行ったところでございます。まだ全部ではございませんが、
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工場見学などもさせていただいたところでございます。 

 企業との懇談会につきましては、過去では開催されていなかったということで、貴重な 

御意見をいただいたところでございます。御意見の中では、地元の皆様の御協力についての

感謝の言葉や環境整備への課題、また、地元雇用への熱意をお示しいただきました。今後は

まず地元の皆様への広報を行ってまいりたいと思っております。 

 次に、インターンシップの実施なども必要であり、地元雇用の推進はやはり日常の努力か

らとの思いを強くしたところでございます。 

 また、数カ所の工場見学をさせていただきましたが、想像以上に精密な仕事や、また、自

動車関連の産業の幅広い分野、また、拡大に向かっての積極投資に敬意を持って参ったとこ

ろでございます。今後、進出企業の皆様の業務拡大に期待をしたいと思っておりまして、今

後、機会をとらえて現場見学等をふやしまして、御意見を拝聴しまして、施策を展開してま

いりたいと思います。 

 課題といたしましては、進出への適地の調査や企業誘致条例の再検討、工場団地の現在地

での拡張や市内でのほかの団地適地の調査等を行ってまいりたいと思います。また、企業進

出のためには、県と連携いたしまして、広域のデータを掲載した誘致説明資料の整備も必要

であろうと考えておるところでございます。いずれにいたしましても、確実に推進できるよ

う努力をしてまいりたいと思っております。 

 また、県事業との関連でございますけれども、準高速道路の計画についてでございますが、

佐賀県南西自動車道路として以前から提案をなされているところでございます。これは以前

の佐賀県西部地区開発推進協議会でも重点道路として要望してまいりましたので、今後も機

会をとらえて推進への努力をしてまいりたいと思います。 

 次に、議員御発言の農免道路につきましては、平成15年に要件確保のために掲載されたと

承知をしておるところでございます。今後の課題と理解をしておるところでございます。 

 次に、議員御提案の団塊世代へのふるさと回帰への推進につきましては、今後の課題と理

解しておりまして、取り組みを始めたいと思います。旧嬉野町の時代からふるさと会への活

動を活発に行ってまいりました。希望があればお勧めもしてまいったところでございまして、

既に数名の方は帰ってきていただいております。 

 地方では得ることができないノウハウも体得しておられます。貴重な御意見も持っておら

れるところでございますので、今後いろんな形で努力をしてまいりたいと思いますし、また、
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議員御発言のように、今後団塊世代の大量退職の時代が迫っておりますので、積極的に取り

組みを指示いたしたいと思います。今後ふるさと会等にアンケートなども実施をさせていた

だきながら、有効策を探ってまいりたいと思います。 

 次に、現在の市内の企業への就業状況でございますが、地元からの就業状況が40％未満で

あると報告も受けております。今後企業の進出が活性化いたしましても、人がいなくては厳

しい場面が予想されるところでございまして、そのために、私といたしましては、最重点施

策として子供たちを育てやすい環境づくりに施策の重点をシフトしてまいったところでござ

います。今回も子育てをしやすい嬉野市としての施策を提案しておりますので、よろしくお

願い申し上げたいと思います。 

 いわゆる既存産業の後継者の育成と企業誘致の推進は、両輪が同時に回転してこそ嬉野市

全体の地域力が高まるものと期待をしながら、積極施策を展開してまいりたいと思います。 

 以上で再質問についてのお答えとさせていただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 順を追ってまた質問いたしますけど、まず、武雄市で最近市長選挙がありまして、たまた

ま今までなかった副市長が２人ということで、どういうことかと思って私も尋ねてみました

ら、１人は中の方、１人は外の方といって、非常に、これは恐らく誘致とか、あるいはそう

いうふうな外からの風を入れるためじゃないかと思いますので、そういう点について、たま

たま今谷口市長が助役を筆頭にということで言われましたけれども、具体的にもっと踏み込

んだ話があれば教えてください。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答えを申し上げます。 

 先ほど申し上げましたように、部内の推進組織につきましては、助役を筆頭に組織づくり

をしておるところでございまして、その点で、まだ条件整備をやはり十分しなくてはならな

いと思っておるところでございます。 

 そういうことで、もう一つは、やはり私自身が以前からトップセールスとして努力をして
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まいりましたので、私自身が先頭に立って努力をしてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 やっぱり、今大きな変革の時期じゃないかと、特に経済社会ですね。ということは、バブ

ルが崩壊してからもう15年。それで最近、先ほど申しましたように、我々にとっては非常に

残念ですけど、金利はゼロ金利、もうけるは銀行だけと、非常に何か変わった現象ですけど、

恐らくこれから動き出すというふうに私も見ておりますので、企業誘致あたりは特に早くし

た方が勝ちということじゃないかと思いますので、その辺については、伊万里とか、それか

ら多久北部工業団地ですね。伊万里では1,500人の雇用を創出すると、3,000億円ですね。で

すからそういうふうな、前もって準備を急ぐことにこしたことはないと思いますので、団地

の造成については、市として、あるいは谷口市長個人としてもどのようにお考えですか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答えを申し上げます。 

 今議員御発言のように、それぞれの市で企業の進出がようやく活性化してきたところでご

ざいます。しかし一方、やはり撤退ということもあっておるところでございまして、この嬉

野市におきましても、それぞれの企業の方の、いわゆる増員の企業もありますし、また減員

をしておられる企業もあるということで、全体的には横ばいというふうな状況でございます。

そういうふうなことでございますので、慎重に見きわめながら対応しなくてはならないと思

っておるところでございます。 

 また、議員御発言のように、近隣の市町が現在活性化をしてきたわけでございますが、 

それぞれにつきましても、やはり10年、15年前からの工場団地を抱えてきての対策をとって

こられたと思っておりますので、私自身もこれからやはり慎重に対応をしながら努力をして

まいりたいと思っております。 

 そういう点で、まず私どもとしては、しっかりとしてこの適地、また、適地以外にもいわ

ゆる遊休地とか、そういうものも調査をした上で努力してまいりたいと思っておるところで
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ございます。工場団地の造成となりますと、非常に大きな投資になります。そういうものを

長年私どもの財政力で支えることができるかと、そういうこともやはり議会に十分御相談を

しながらやっていかなければならないと思っております。 

 そういう点で、私どもとしては、まず有効な効果といたしましては十分ではないかもわか

りませんけども、やはり既存の企業の方の活性化ということが第一であろうと思っておりま

す。長年この嬉野市の中で御努力いただいておる企業の方が、やはり１人でも２人でも増員

をしていただくということになりますと、それだけの雇用の場が確保されるわけでございま

すので、そういう地に足をつけた努力をしてまいりたいと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 なかなか慎重な、間違いない答弁でございますけど、私の考えとは少しずれがあると申し

ますか、私はやっぱり社会資本は充実すべきと。ということは、何かを消費はやめても社会

資本はつぎ込むと。そのつぎ込むやつが、今一番大事かとは、この嬉野市にはいわゆる工業

団地の造成じゃないかと、そういうふうに思うわけ。かつて、あまり嬉野町では考えられな

かったことでしょうが、久間はもちろん近くにおいでの方もいらっしゃいますけど、私はそ

ういうふうな社会資本があってこそ、どこの家庭でも一緒ですけど、やっぱりつぎ込むとき

にはつぎ込むと。ただし、そのかわり節約は節約と給料はカットしてでもやるという、そう

いうふうな意気込みはやっぱり大事じゃじゃなかかと、そういうふうに私は思います。 

 そういう点で、先ほどから申し上げておりますけど、県に出された農林整備事業の計画で

すね。これについては、私が聞いたところでは久間の北東部から南東部に、多分私の想像で

すけど、その図面を見ておりませんですけど、塩田川に橋をかけて南に下るとじゃないかと

思いますけど、そういうふうな構想について谷口市長としての希望、あるいはどうするとい

うような考えはありますかね。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答えを申し上げます。 
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 議員御発言の計画につきましては、計画としてのっておるということだろうと思います。

しかし、その計画の段階での議論が十分把握をいたしておりませんので、私としては特別お

答えすることはないと思っております。 

 しかしながら、全体的な道路整備ということを考えてまいりますと、私の考えておること

とは少し違うのではないかなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 先ほど申し上げますように、まず骨組みは、車社会にあっては道路ですね。やっぱり道路

があるところには人が寄ると。これはもう当然のことですから、私は、今は夢のような話で

すけど、新幹線の問題が絡んだ振興策の話も、よその話であっても、とってみていいじゃな

いかと。そういうことについて、やっぱり嬉野市でも考えていくべきじゃないかと、そうい

うふうな突っ込んだことが今後の嬉野市の大きな展開になっていきはせんかと思うわけです

よ。 

 それから、この質問の中の１番の方の最後ですね。ここにまちづくり計画がございますけ

ど、この中に将来の人口推計ということを、これは合併前につくられたか知りませんけどあ

りますが、先ほど言いましたように、10年後には２万7,500人と。この法はコーホート要因

法という、何か難しい集団的な数字を上げるという意味ですね。それから、トレンド法と二

つを示しておりますが、一つが２万9,800人、一つが２万7,500人でしてありますけど、私は

まちづくり計画であれば、これは一つの統計であって、あくまでも計画ならば計画らしくの

ただし書きにも、余分でもいいからつくるべきじゃないかと思いますけど、この辺について

は企画課か、それとも市長の方から答弁をお願いいたします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 今議員お示しのまちづくり計画につきましては、議員御承知のように、合併協議会の際に

一応つくられた計画でございます。そのときに、私も議論を拝聴しておりましたけども、 
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この人口推計ということにつきまして、どのような形でとっていくのかという議論が随分あ

ったと思います。そういう中で、やはり希望的な数字も入れ込んでいこうという御意見もい

ろいろありました。もちろん計画であるから、夢を見れるようなこともとらえていいんじゃ

ないかということもありましたけれども、しかし、一般的に言いまして、良識的な数値の計

算方法があるわけでございますので、それを用いて、やはり正確な数字をお示しして、そし

て、まちづくりに努力するのがいいんではないかなというふうなことでつくられた数字がそ

の数字でございます。ですから、これから短期の間は非常に厳しい少子化、また、人口減の

時代が続いていくのではないかなというふうに思っております。 

 しかしながら、私どもとしては、人口減は続きましても、先ほど申し上げましたように、

地域の力が衰えることがあってはならないと思っておりますので、これは議会の皆さん方の

お力をいただきながら新しい政策をとっていくことによって、地域の力全体が何とか下がら

ない方法で努力をしていきたいと思っておるところでございます。 

 そういうことでございますので、人口の見通しは残念ながら厳しい見通しでございますが、

やはりその数値としては間違いのない数字ではないかなというふうに思っておるところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 今聞きましたから、大体計画の中の話はわかりましたけど、私として、やっぱりこれはあ

くまでも、今から先のことになりましょうけど、少なくとも10年後には３万5,000人、ある

いは４万人でもしましょうというふうなことについてどうするかと、これが大きな課題です

ね。 

 あるものをそのまま黙って見ていっとけばこういうふうですから、やっぱり前向き前向き

と行って初めてその市に元気が出ていくし、そのために、今後島根県の美郷町ですかね、こ

れはふるさとに帰っていただきたいというふうな、いわゆる団塊の世代を踏まえたことでし

ょうけど、補助金を出されております。東京とか大阪に就職した人をふるさとに呼び戻すた

めに補助金、それから北海道の伊達市も、湘南というところですけど、ここも帰省してもら

おうというふうに、老後をふるさとで暮らしてくださいということをうたって、新聞に載っ
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ております。 

 ですから、私、ある人が年とってから田舎に来て、かえってお荷物になりゃせんかという

人もおられますけど、この新聞を見てみましたら、大体１家族の支出が5,200千円ぐらいと。

もう年金ですからそう大したことはありませんけど、そういう中で、医療費の町あたりにお

世話になるのが3,700千円ぐらいと。ですから、それでもなおかつその差の金額は町でいろ

いろ入ってくるお金があると、残るお金と。ですから、年寄りを入れて損することはないと。

年寄りと言ったら語弊ですけど、そういうふうな高齢の団塊の世代の方を入れても私はいい

と。そして初めてにぎわいがありゃせんかというように思いますから、このことについては

ぜひ調査をして、いわゆる団塊の世代の人がどれくらい塩田、嬉野から行っておられるのか、

あるいはそういうような希望があるのか、そういうような調査を始めて、そして、場合によ

ってはこのような条例あたりをつくっていただきたいと思いますが、答えについてはどなた

でもいいですけど。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 先ほど申し上げましたように、いわゆる新しい住民となっていただく方の誘致策というこ

とにつきましては、これはもう積極的に取り組んでまいりたいと思っておりますので、今後

十分検討してまいりたいと思います。 

 御承知のように、平成12年だったと思いますけども、健康保養地の指定を受けたねらいも

そこに一つはあったわけでございまして、やはりこの嬉野がそのような市全体でイメージを

つくっていくということになりますと、こちらの方に移住していただく方もふえていくので

はないかなというふうに思っておりますし、また、議員先ほど触れていただきました新幹線

の開通等を見込みますと、あるいはこの福岡地区、また広島地区等からのシニアタウンとし

ての、やはり候補のまちになっていくのではないかなということも考えまして、今地域整備

等も行っておるところでございます。 

 そういう点で、今回嬉野、塩田が一緒になったわけでございまして、この塩田地区のやは

り昔からの伝統的な風情とか地域のつながりとか、そういうものは都会にはないわけでござ

いますので、そういう点をこちらの方に来ていただいて実感していただくことによって新し
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い生きがいを持っていただくということは、それはもう政策によって可能でございますので、

先ほど申し上げましたように、ぜひ取り組んでまいりたいと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 それと同じ話ですけど、ちょうど私は堤ノ上ですけど、堤ノ上は大体昔は山の中という、

そういうような表現で言われよりました山ですけど、そこに去年、もう今住んでおられます

けど、佐賀市に、県庁に出よられる方が家族みんな古い家を買って、リフォームして来られ

ました。ですから、私もなぜこういうところに来ましたかと言ったら、私はこういうところ

が好きですと言うんですね。ですから、畑は約３畝ぐらいあるでしょうね。そういうような

ことで、非常に田舎を好きという人もおられますから、ひょっとしたら、少し今谷口市長申

されたように、幾らかそういうようなことを広報されたら恐らく希望者もあるんじゃないか

と、そういうふうに思いますので、よろしくお願いします。 

 それから、先ほど中ほど３番目のいわゆる条例の中で、企業誘致の奨励金、あるいは免税

かれこれありますけど、これについて、過去嬉野、塩田で企業が該当して受けられた企業は

何件ぐらいありますかね。 

○議長（山口 要君） 

 企画部長。 

○企画部長（桑原秋則君） 

 ただいまの質問についてお答えをいたします。 

 企業誘致制度に伴います雇用奨励金の件だと思いますけども、これにつきましては、久間

の工業団地の方が平成３年に造成をされたわけでございますけども、その前に、昭和47年に

佐賀シールが進出をしておりますけれども、全体で７企業が雇用奨励金の適用を受けており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 
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 今７企業と言われましたが、結局七つが全部受けたということになりますね、七つありま

すから。そいぎ、その中で私がこれはぜひせにゃいかんということは、その中の第４条の３

番目ですね、雇用奨励金の交付という欄で、ここで今の内規を見たら、同じ市内から、もと

やったら塩田町から、同じ市内から10人以上じゃないとそれが該当しませんよと。ですから、

そういう意味ではこの奨励金は恐らく受けておられないと思います。たまたま固定資産の免

税はあったかもしれませんけど、ですから、ここを私は一人でも二人でもいいから、採用し

た人には300千円あげるというようなことにならないかと思いますけど、谷口市長としては

いかがと思いますか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げたいと思います。 

 いわゆる奨励金の件でございまして、新しく進出される場合と違いまして、増員というと

きの手当てということでございますが、一応この前のいろんな御意見をいただいた中で、そ

のようなことも考えられるのではないかなということで今担当課に指示をいたしております。

そういうことで、今慎重に検討をしております。 

 私といたしましても、できる限りそういう点で取り入れることができれば、これはまた 

議会にお願いをいたしまして、条例等で決定をして取り組みをしたいと思っておるところで

ございます。まだいろいろ見直す点はたくさんあると思います。 

 例えば、旧嬉野地区では佐賀県の特区第１号ということで取り組みをさせていただきまし

たけれども、いわゆる新しく旅館等が進出されたときの規制を撤廃するということについて、

ほぼ認められたような状況で今動いておるところでございまして、最終的な詰めに入ってい

るのではないかなと思っております。 

 そういうことで、いろんな業種、進出される場合についての条件が違いますので、特区構

想でもって取り組みたいということで研究をしておるところでございまして、そういう点で

は、県内特区第１号ということで、県も慎重に取り組みを始めておるところでございます。 

 そういうこともございますし、また、業種によってはいろんな御希望もあられますので、

これから、先ほど言いました組織もできましたので、いろんな情報を集めながら、あるいは

今議員御発言のように、条例としてせっかくつくるわけですので、効果が上がるような形で
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取り組んでまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 第１番目の企業については、私はお願いをいたしまして終わりますけど、そのお願いとい

うことを、まず10年後──まだ谷口市長は若いですから、まだ10年か20年かはおられるとい

うことを想定して私は物を言いますけど、10年後に今を除く企業10社、プラス10社ぐらいは

持ってこようと。それから、人口も２万7,500人に減るじゃなくして、３万5,000人ぐらいに

なそうという、そういうようなことをぜひ市長、私はお願いしておきます。これは私のお願

いですから。 

 それから、次に２番目の質問に入りますけど、最近非常に、今ちょっとやんだようですけ

ど、まだわかりませんけど、火災、窃盗、非常に激しくあって、私は各警察署からずっとも

らいましたが、こういうふうでマップをつくるようにまでなったわけですね。ここは泥棒に

遭ったよ、ここは火災よと、これは久間地区ですね。久間地区だけでこれだけですよ。赤が

火災、黄色が泥棒とか窃盗とか、もうこういうことはまれですね。こういうふうなマップを

つくって犯罪を言わにゃいかんと。 

 ２番目には、これは大きさの小さいですから見にくいですが、３番目が、これが塩田駐在

所管内、４番目が、これが嬉野ですね。嬉野町もね、嬉野の方が多いですから申し上げてお

きますけど、火災が４件、損害額9,715千円、その他の火災が３件というふうに資料をもら

いました。そういうことで、非常に最近何というんですかね、安心して住めないというよう

な状態にまでなってきたということですから、それについて市としてもいろいろ対策を立て

ておられますけど、まず第一に私がお聞きしたいことは、西山の燃えたとき、犯人が確保さ

れたという話も聞きましたけど、その後何の話もありません。そのことについて、市長とし

て何か連絡とかございませんか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 
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 今御指摘の件につきましては、私の方へは一切報告は上がっておりません。 

 以上であります。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 警察任せもいいですけど、やっぱり実際の現場は自治体の田舎の地域ですから、ですから、

今後こんなことが二度とないようにするためには、ある程度警察にも少し無理やろうばって

ん気張ってもろうて、働いてもらってしてもらわにゃいかんというふうに思います。 

 あるところで聞きましたら、漏電でしたと。いとも簡単な漏電でしたというごたっ感じで、

私の個人的な推測ですけど、もう犯人を捕まえ切らんやったら漏電で済ますとかなというふ

うにまで悪く考えざるを得んようになりました。ですから、やっぱり犯人は今度の秋田県で

も同じですけど、すべて慎重に調査すればいろいろなことが上がってくるわけ、髪の毛１本

からも犯人が捕まるというような状態ですから、そういう意味では少し警察の方にも、がし

こら嬉野市で起きておっと。まちかっと調査を報告してくれんかというふうに言ってみてく

れんですか。総務課長、いかがですか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 議員御発言のことにつきましては、警察の方も鋭意努力をしておられるところでございま

して、最終的な結果については当然報告があると思いますけれども、今のところ調査中とい

うふうに私は理解をいたしております。 

 また、いろんな原因等もお聞きしておるわけでございますけれども、今私どもがお聞きし

ておる段階では、やはりそれぞれの皆さん方の御注意をすることによって、いわゆる防火、

防災と、また、犯罪防止ということはできると。その範疇にある出来事だというふうに理解

をしておるところでございますので、消防団を初め地域の方と一緒に努力をしておるという

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 
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 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 先ほど市長の方からも嬉野市でも子供を守る会をつくったというふうなこともありまして、

これはあくまでも嬉野市、塩田の本部でもこの間老人会あたりを呼んでやられたと、嘱託員

を含めて。そういう意味で、守る方に回ることも大事ですけど、私は、一つは幼児教育、自

分から本当の教育をなされているかと、これはここでは解決できませんけど、そういう意味

では総合学習の中でも家庭とふれあう、地域とふれあう、どういうふうな教育がなされてい

るかと、非常に最近、これは今出てきたことはもう10年15年前のことが今出てきております

けど、このことについて、池田教育長、何かあなたの思いでもいいですけど、あられればお

答えをお願いします。 

○議長（山口 要君） 

 教育長。 

○教育長（池田 修君） 

 ただいまの質問にお答えをいたします。 

 各小学校におきましては、総合的学習、あるいは生活科、それから、いろいろな体験学習

等を通じまして、いろいろ地域とのかかわりを持とうということで、現在教育活動を推進い

たしております。特に、学習活動の中に地域の方にボランティアとして来ていただいて、そ

して、その中でいろいろな体験を生かした技術、あるいは知恵等を体得するという、そうい

うふうな活動を推進しておるところです。 

 また、今回のいろいろな犯罪等を見ていますというと、地域のいわゆるコミュニティーづ

くりというのが非常に大切であろうというふうに私は思っております。そういう意味からも、

いわゆる子供が中心となった地域のコミュニティーづくりというようなことも、これからは

十分考えていかなきゃならないというふうに思っております。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 どうもありがとうございました。 

 やっぱり今言われたとおり、地域のコミュニティー、それじゃあ現実的にそれがなされて

いるかと。うちは孫が５人おりますから、最近はいろいろなところに出ていったと言ったら
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いかんですけど、その実感としては、部活が非常に、する本人たちにとれば楽しいでしょう

が、そういうふうな今の教育長の話から想像すれば、本当にそれでいいのかなと。加熱し過

ぎとらんかなということが、再々その部内の中からも言っているけど、上手な選手がおられ

れば、その保護者が真っ黒になるからほかの人は言い切らないと。ですから、遠征して佐賀

まで、福岡までも行って、土曜、日曜はその番組で詰まっていると。ですからせっかくいい

ことを教育長は申されますけど、実際現実にはなかなか難しいようになってしまっているん

じゃないかと思うわけですよ。 

 そういう中では、やっぱり週５日制ですか、少なくとも８日ぐらいは休みがあるわけです

から、土曜の２回ぐらいは家の掃除ぐらいさせるとか公民館でわいわい遊ぶとか、そういう

ようなことを、これはもう強制的にでも私は指導していただきたいと思いますけど、その辺

は市長の立場か教育長の立場か知りませんけど、私は総合学習をうまく理解しないと、総合

学習は遊びじゃないですけど、それに近いような感じになっておりゃせんかというふうに理

解せざるを得んわけですよ。今はいろいろ学ぶよりか、もっと本当の人間としての生きる道

を教える時代じゃないかと、そういうふうに理解します。 

 ですから、その総合学習を含めて、私が今質問したことについての反論があられれば結構

ですけど、何か御答弁をお願いしますが。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答えを申し上げます。 

 総合学習について御発言でございますが、私が存じ上げております範疇でお答えしますと、

実はこの総合学習を取り入れられる際に、学校当局、また、先生方、教育委員会も随分御苦

労をされたということは覚えております。 

 と申し上げますのは、どのようなことが総合学習として適切なのかということにつきまし

ては、非常に議論があって今成り立っておるところでございまして、そういう点では、議員

御発言の総合学習とは何ぞやというところから考えますと、非常に難しい課題がございます。 

 ですから、今議員御発言のようなことが総合学習に入るのかどうか、私もはっきりわから

ないわけでございますけれども、やはり教材一つにしても、それぞれの先生が苦労をしてつ

くり上げて、そして今指導をしておられるというふうに存じ上げておりますので、その点で
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は、総合学習というものにつきましては、それぞれの場面場面で、また、地域地域で先生方

が非常に苦労をされて、子供たちの将来に対して力になっていくと、また必要だろうという

ことを御指導いただいているというふうに思っておるところでございます。 

 ただ、そこらのことと議員御発言のことにつきましては、私はそれに加えて、やはり家庭

教育ということが一番大事ではないかなと。すべてを学校にお願いするということではなく

て、やはり家庭で子供たちにちゃんと指導をしていくと。そういうことで子供たちのつなが

りももっと強まっていくと思いますし、そういう点で、この昨年からお願いしております孫

守り隊ということについて、ただ声を掛けるということではなくて、御高齢者と子供たちと

地域のつながりができていくと。そういうことが実際の体験として、御高齢者、また、子供

たちそれぞれが持ってくれればということもあって、お願いをしてきたわけでございまして、

まだその点でスタートをしたばかりでございますので、ぜひ育てていけるように御協力をい

ただければと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 暫時休憩いたします。 

午前10時57分 休憩 

午前10時57分 開議 

○議長（山口 要君） 

 再開いたします。 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 これは老人会に一度お尋ねしましたけど、これにかけて私はもうこれ、きのう初めてかけ

ましたけど、３回行きましたよ。親は働きに行って、パトロールつくれと言っても、結局守

るのはじいちゃん、ばあちゃんですよ。それが今の実態ですから、それはもう私も快く引き

受けて、２時半から４時半まで。ですから、こういうふうなことで、私はみんながこんなこ

とすれば、この犯人も恐らくおびえるんじゃないかと。ですから、それをどこでもとるよう

にしていただきたいと思います。 

 これで、これは終わります。 

 次、県道の件ですけど、先ほど上から申し上げましたけど、県道大木庭武雄線、これにつ
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いては、恐らく通っていない方もおられると思いますけど、ちょっと私が下手な図案をつく

りましたので、ちょっと見てください。 

 これが大木庭武雄線の概略の絵です。これが、この頂上付近の急カーブです。ここで衝突

事故がちょいちょいあっておるわけ。ここからここまでの長さが450メートルですから、わ

ずかの150メートルに一つでこぼこあるということになります。ですから、そう工事費もか

からんですね。恐らく、場合によっちゃ、私が工事を担当すれば、この余った泥は近くの人

に相談して捨てればいいわけですから、何も運ぶ必要もないかもわかりません。ですから、

それも広くなります、とったしころまた。そういうことで、土木事務所ももう少し熱心にや

ってもらわんとですね。特に、夜間は非常に危ないわけですよね、婦女子の方は特に危険と。

ちょっとカメラが小さいですから、上の方にちょっと、嬉野の方に見せてください、こうい

うことですから。いいですね。 

 そういうことで、土木事務所の方も一生懸命やっていると申されておりますけど、先ほど

申し上げましたように、歩行者が、これは鹿島土木事務所の11年10月の調査です。歩行者が

13人、自転車が74台、原付バイクが29台、乗用車が755台、バスが８台、小型貨物、これバ

スはここまで来ませんけど、下の方ですね、小型貨物が404台、普通乗用車が63台と、合わ

せて１日に1,259台ですよという報告を土木事務所から聞きました。ですから、特にこの集

中する時間帯が朝と夕方ですね。朝は、私がきのう塩田から戻ってきよったら、私は普通40

キロから45キロで来るばってんが、がーっと追い越すわけですよ。ということは、武雄に早

く行って、仕事に行かにゃいかんというごたる感じではないでしょうか。ですから、そうい

うことですから、田舎はお互い、老人の方はゆっくり歩いておると、場合によっちゃ横断し

よったらやられると、そういうふうな80キロぐらい飛ばす人もおるわけ。人が少ないから飛

ばす、逆言えば。ですから、それも危険ですから、これは市長、ぜひいっちょ県の方に、土

木に言うてよろしくひとつ、重ねてお願いしておきます。 

 それから、同じくこれも県のとですけど、いわゆる八幡川の魚類ですね、魚のこと。大体

八幡川の魚は、この間農村整備課の方にちょっと聞きましたら、もっと多いと思いますけど、

大体大まかにハヤ、フナ、ナマズ、ウナギ、津ガニ、これくらいが大体八幡川におるですよ

と。これが実際、ナマズが八幡川の近くにおるかといえば、これは塩田川の梨元近くまでし

か来んわけですよ。あとはもう遮断されておるけん、何も上さん来んわけ、ウナギもしかり。

ですから、１カ所魚道があるですね、魚道はどがんしておるかといえば、堤防があって、 
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堤防の下を遮断して、このくらいの幅が開いて、魚が上ってこられんようにしてあるわけ。

ですから、あそこにある魚道のつくり方は、これは昔的な考えで、非常に金のかかるような

つくり方してあるですもん。もっと簡単でいいじゃないかと。仮に堤防の中が危険ならば、

一たん外に出てから四角い側溝をつくって、そこに泳いで上っていく方法もあると思うわけ

ですよ。ですから、そういうふうなもう少し知恵を働かせた魚道の仕方を考えにゃいかんと

思いますけど、その辺について専門的に何かあられたらお答えください。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 専門的な知識は持ち合わせておりませんけれども、もちろん議員御発言のように何種類か

のあれはあると思います。落合橋近くの塩田川等の中にも魚道があるわけでございまして、

そのつくり方とは、議員御発言のようなやり方はちょっと違うんではないかなと思っており

ます。 

 ただ、先ほど申し上げましたように、単体だけでやはり工事をすることは難しいというふ

うな話が来ておりますので、議員御発言のように、堤防との絡みとかそこらの、いわゆる工

事絡みではぜひということで、また再度申し入れをしていきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 平野議員。 

○19番（平野昭義君） 

 工事絡みと県が申されたそうですけど、もう大体工事はせんでよかわけですよ、立派にで

きておるわけですよ。もうあれから堤防が崩れることは、まず恐らく、1,000ミリぐらい降

ったら知りませんけど、もう完全にできておりますから、それを待てば、私たちの生きてお

る間はできんでしょう。ですから、いずれにしても、県の土木事務所はうっかんげればそこ

にいいでしょうと言うばってん、やっぱり私が言うのは、１カ所あるから、そういうものは

金のかからない魚道の方法も考えんかということを私は土木事務所に言いたいわけですよ。

そして、このことは、あえて言えば、有明海も今度県が相当金出して三池の方とこっちをす

るですもんね。あれは鹿島地区の人は、山に木を植えに行くと。これは、山林をもって有明
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海を再生するとか、いろいろつながっておるわけ、山と海とは。そういう意味では、魚たち

も途中で追い返してしまうような川じゃいかんと。やっぱり行き着くとこまで行くのが自然

体じゃないかと。ですから、そこの中で子供たちは、フナをとるとか、あるいはガネをとる

とか、いろいろなことをしながら自然との触れ合いをつくっていくと。１匹も魚がおらんや

ったら、川に遊びに行ってもおもしろうなかですね。ですから、そういうふうな触れ合いを

つくるためにも魚道が必要ということですね。ですから、ぜひ一つ、こういうことで、春夏

秋冬、春、夏、秋、冬ですね、それぞれ自然の四季折々の楽しみがあります。それを今崩壊

させておるわけ。これはだれがしたか、人間がですよ。ですから、それを守るためには、

我々とか行政の方が知恵を出して、そういうことにやっぱり県に当たっていくというふうに

せんと、このままではもう山も崩壊し、川も崩壊し、ただ守るだけじゃなくして、やっぱり

ある意味では攻めの行政もせにゃいかんというふうに思いますから、よろしくお願いしてお

きます。 

 時間が長くなりましたけど、これで私の質問を終わりたいと思います。どうもありがとう

ございました。 

○議長（山口 要君） 

 これで平野昭義議員の一般質問を終わります。 

 引き続き、一般質問の議事を続けます。梶原睦也議員の質問を許します。 

○３番（梶原睦也君） 

 議席番号３番、梶原でございます。皆様おはようございます。傍聴の皆様におかれまして

は、大変に御苦労さまでございます。 

 議長の許可がありましたので、通告書に従い質問をさせていただきます。 

 最初に、安心、安全なまちづくりについてでございます。 

 嬉野市は、市内全８小学校とＰＴＡ、各団体が連携して、子供の安全を守る文部科学省の

体制整備事業のモデル自治体となりました。県内の自治体で指定されたのは初めてとのこと

ですが、市長はこの整備事業にどのように取り組まれるおつもりなのかお尋ねいたします。 

 次に、最近思いも寄らぬような犯罪が毎日のように繰り返されております。特に、子供を

巻き込んだ犯罪は後を絶ちません。次代を担う大切な子供たちの命を守るためには、大人社

会が子供たちの安全に重大な関心を持っているということを示すことが犯罪の大きな抑止力

になるのではないかと考えます。子供たちの安全確保のために、学校、ＰＴＡ、地域におい
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ては、防犯ブザー、110番の家、孫まもり隊などさまざまな取り組みをしておられますが、

さらに警察庁と国土交通省は、平成16年12月１日より民間団体、地方公共団体等がもっぱら

地域の防犯のために自主的に行う防犯パトロールにおいて使用する自動車に、青色回転灯を

装備するための申請の交付を開始しております。私は、この青色回転灯を使用することによ

り、一層の防犯対策が期待されるのではないかと考えます。嬉野市の公用車への装備を求め

ます。 

 次に、心肺停止の際の救命機器ＡＥＤ、いわゆる自動対外式除細動器の設置についてでご

ざいます。 

 心臓震盪は御存じでしょうか。これは、心臓に加えられた機械的刺激により誘発された突

然死として認識されています。ＡＥＤ設置の解説等で出てきます心室細動というのは、心室

が小刻みに震えた状態になり、脳や体に血液を送り出すことができなくなるため、その状態

が数分間続くと死に至る危険な不整脈のことです。したがって、致死的不整脈イコール心室

細動ということです。このような心室細動を伴う心臓突然死を起こす人の多くは、心筋梗塞

や肥大型心筋症といった心臓病を持っていますが、日本における突然死は年間８万人と推定

されています。およそ半分が心臓病による突然死で、毎日100人以上の方が亡くなっていま

す。そして、その心臓突然死のほとんどは心室細動が原因とのことです。 

 次に、この心臓震盪とは、病気を持たない普通の健康な子供や若い人が比較的弱い衝撃で

あっても、胸部に受けただけで、しかもあるタイミングでその衝撃が心臓に伝わったときに、

致死的不整脈、いわゆる心室細動が発生して、同じく死に至る危険な状態になるということ

です。例えば、先ほどまで元気に遊んでいた、あるいは、スポーツをしていた子供が、ボー

ルが胸に当たったぐらいで死んでしまうことがあるのです。 

 命を助ける最良の手段は、ＡＥＤを現場で使用するということが大切であるということで

す。緊急時の対応として、除細動が１分おくれると、救命率が７から10％落ちると言われて

います。 

 嬉野市において、公共施設等への設置がなされるとのことですが、ＡＥＤの講習会の開催、

また市民へのＰＲ等も必要ではないかと考えますが、市長の御見解はいかがでしょうか。 

 続きまして、高齢者福祉についてであります。 

 高齢化社会の到来により、高齢者福祉問題は今後最重要課題だと考えますが、市長のお考

えはいかがでしょうか。 
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 ことし４月から介護保険制度が変わり、その中でも、地域包括支援センターの役割が重要

になってくると思われます。介護サービス、障害者福祉サービスの利用などの観点から、認

知症の高齢者、または知的障害者にとって成年後見制度の利用が有効と認められているにも

かかわらず、制度に対する理解がまだ不十分であること、そして費用負担が困難なことなど

から、利用が進まないといった現状に対応するため、平成13年度、国は成年後見制度利用支

援事業を創設いたしました。 

 近年、リフォーム詐欺を初めとした高齢者をねらう悪徳商法が頻発しており、成年後見制

度の必要性はますます高まっております。嬉野市においても積極的に取り組むべきではない

かと思いますが、市長の御見解をお聞かせいただきたい。 

 以上、安心、安全なまちづくり、高齢者福祉の２点を質問させていただきます。市長によ

る前向きの答弁を求めます。 

 あとの質問については質問席において行いますので、どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（山口 要君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 議席番号３番、梶原睦也議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 お尋ねにつきましては、１点目が安心、安全なまちづくり、２点目が高齢者福祉について

でございます。 

 まず、安心、安全なまちづくりについてお答え申し上げます。 

 最近の報道を見ておりますと、子供たちが被害者、あるいは加害者の事件が頻発しておる

ところでございます。佐賀県でも、唐津市でひき逃げ殺人未遂となる放置事件などが頻発し

ておるところでございます。また、嬉野市内でも声かけなどの事件が発生したとの報告を受

けておるところでございます。非常に深刻な事態だと受けとめております。 

 議員御発言のように、先日、佐賀県では第１号に指定を受け、子供たちを地域全体で守る

体制づくりに取り組んでおるところでございまして、嬉野市発足後第１号ということで大変

感激をしておるところでございます。 

 今後は、学校内でのまず防犯教育、そしてまた、ＰＴＡ等を通じましての地域での防犯活

動の推進、また小学校単位での防犯教育等も進めて、安全を守る体制づくりに取り組んでま

いりたいと思っておるところでございます。 
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 次に、議員御提案の、青色のパトロール制度についても導入を行いたいと考えております。 

 まず、総合支所の公用車を対象に申請をいたしておるところでございます。１台を予定い

たしておりまして、青少年の健全育成団体であります嬉野地区少年補導ボランティア連絡協

議会の皆様が御担当をしていただき、通学路の安全確保に努力していただくようになってお

ります。また、防犯協会の会員の皆様にも御協力をいただいておりますので、市内での広が

りに期待をしているところでございます。予定といたしましては、７月上旬に準備が整いま

すので、活動が開始できるものと期待をしているところでございます。 

 また、高齢者のボランティアによる孫まもり隊の活動も市内に広がりつつございます。嬉

野地区は、昨年６月から嬉野町老人クラブ連合会の会員により、主に下校時での見守りを実

施していただいております。また、本年６月からは塩田地区老人クラブ連合会の皆様も御協

力いただけることになり、６月８日に発会式を行ったところでございます。嬉野市内各地区

で御高齢者の皆様が御協力いただける体制ができ上がり、成果を期待しておるところでござ

います。 

 次に、ＡＥＤの設置について、市民への告知や８歳未満児への対象はということでござい

ます。 

 今回の予算でお願いしておりますＡＥＤにつきましては、一昨年の愛知万博開催時に成果

が上がったとして大きく報道されたところでございます。 

 嬉野市といたしましては、学校、公共施設の体育館などへ17台の配置を予定しているとこ

ろでございます。緊急の場合には、指示どおり対応すればだれでも使用方法を理解できると

言われており、市といたしましては、議会で御承認をいただきましてから、到着後配置をし

てまいりたいと思います。 

 御意見のように、市民の皆様へのお知らせも実施したいと思っておるところでございます。

市民の皆様もいろいろな場面に遭遇される可能性がありますので、知識を持っていただけれ

ば、緊急のときにお役に立つものと考えております。 

 また、本日６月14日、嬉野市公会堂でもＰＴＡ、子供クラブ、その他皆さんにお集まり 

いただきまして、心肺蘇生法等の講習会を行うわけでございますが、その際にも、ＡＥＤに

つきましても説明をしていただくようになっておるところでございます。 

 また、講習会等やこの設置場所を明示する看板等も用意をしてまいりたいと思っておると

ころでございます。 
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 また、嬉野保育所にも設置する予定でございますので、議員御提案の入学以前の子供たち

への対応につきましても、一部はできるものと期待をいたしているところでございます。 

 次に、高齢者福祉についてでございますが、嬉野市の高齢化につきましては、年ごとに高

くなっているところでございます。今後の重点施策として、高齢者の皆様への対策が求めら

れております。加えて、団塊の世代の大量退職時代を迎え、生きがいのある退職後の施策も

求められておるところでございます。 

 議員御発言の成年後見人制度につきましても、大切な施策の一つと考えております。 

 さまざまな事情から、御高齢になられてからの生活の中で、適切な御判断が御自身ででき

られない場合が出てまいります。適切な法により御高齢者の権利を守る必要が生じる場合が

ございます。主に、地域の福祉の現状を理解しておられ、日常活動をしておられます民生委

員の皆様などと連携を持ち、制度の周知と徹底を図ってまいりたいと思います。 

 昨今の報道等を見ておりますと、御判断のできられない御高齢者への加害事件も発生して

おられますので、制度の周知と活用が急がれるところだと考えております。 

 既に、６月の市報ではお知らせをしておるところでございますが、今後も各地区で開きま

す御高齢者の会などで説明等を計画したらと考えておるところでございます。 

 以上で梶原睦也議員のお尋ねについて、お答えとさせていただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 教育長要りますか、梶原議員。（「お願いします」と呼ぶ者あり）教育長。 

○教育長（池田 修君） 

 市内の子供たちを守る、いわゆる安全体制整備事業につきましては、ただいま市長も答弁

いたしましたように、地域ぐるみの学校安全体制整備事業ということで、国の方から委嘱を

受けまして取り組んでいるところでございます。 

 現在、いろんな団体でそれぞれ活動をしていただいておりますが、その活動がばらばらで

もありますし、それから、地域によって偏っているところもあります。そういうことで、で

きるだけそれぞれの団体の活動が組織化されて、効果的な安全対策になるということを努め

たいということで１点あります。 

 それからもう一つは、それぞれ安全対策につきまして、温度差といいましょうか、レベル

の差がありますので、できるだけ平均化した、同一の安全な環境をつくってやりたいという

のがあるわけです。そういうことで、一応そのためには、それを進めるための推進委員会と
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いうのが必要なわけですので、その推進委員会を立ち上げまして、現在取り組んでおります。

月に２回推進委員会を実施をいたしまして、その推進委員会で話し合いを持ちまして、それ

で、それを各小学校区にお願いをして、各小学校区で具体的な活動はしていただくというふ

うなことで取り組んでおります。 

 予算につきましては大体2,000千円程度ですので、ハード面、ソフト面、かなりの整備が

できるだろうというふうに思っております。それで、この安全体制整備事業を今年度だけの

一過性のものでなくて、恒久的な安全体制整備にしたいということで取り組んでおるところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 先ほどの青色回転灯の件なんですけれども、現実に１台装備されるということなんですけ

ど、その動きとしましては、先ほどお話がありましたように、総合支所の方に１台というこ

とで、塩田町の方にはどういう形で、その嬉野総合支所に置いた１台が塩田町の方まで回る

のか、そこら辺の動きというのをちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 この青色の回転灯をつけたパトロールということでございますが、これは議員御承知のよ

うに、自由につけられるということではございませんので、県警本部長の許可を得て、そし

て、特別のいわゆる積載許可というのを得てするわけでございまして、だれでもできるとい

うことでございます。そういうことで、この嬉野市としてはぜひ取り組みたいということで

県警の方にお願いをいたしまして、もう既に準備を進めておるところでございます。そうい

うことでございまして、嬉野支所にございます公用車を１台それに充てたいと思っておりま

す。ですから、それで、当番の方に一応回っていただくとしておりますけれども、当面はこ

の嬉野地区で回らせていただいて、その成果を上げていきたいと。そしてまた、その成果に

つきましても図っていきたいと思っております。しばらくしてなれてまいりましたら、それ
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はまた担当との協議をいたしまして、範囲を広げた方がいいのか、もっと例えば嬉野地区内

を決め細かく回ったがいいのか、そこら辺を十分検討をして取り組みをしてまいりたいと思

っておるところでございます。ですから、当面は１台で、嬉野地区でまず実態を活動させて、

そして成果を調整してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 当面は１台ということなんですけれども、先日もテレビ等であっておりましたけど、この

青色回転灯をつけた公用車でのパトロールというのが出たんですけど、かなり効果は上がっ

ているというようなそういう情報もありましたので、参考にしていただければと思います。 

 現実に、その青色回転灯を搭載した、現在１台ということですけれども、できたら公用車

に何台か設置していただければ、本当にこの青色回転灯をつけるということは目に見える防

犯対策として非常に有効ではないかと思いますので、今後、嬉野市内での配置車をふやして

いただきたいと、そういうふうに思います。また、そういう公用車に設置していただければ、

通常の勤務のときに、回るときに回転灯を回しながら走れば、より防犯対策につながってい

くのではないかと思います。 

 ちょっと資料がありますので、紹介させていただきます。 

 今のところ、青色回転灯をつけた車ということですけれども、もう一歩踏み込んで、パト

カー仕様の公用車というのを、そういうのを設置され、白石町なんかでもあると思うんです

けど、そこら辺まで。先ほど最初に言いましたように、嬉野市が文部科学省の安全体制整備

事業のモデル自治体になったということで、ほかの自治体よりもより力を入れるという部分

で、本当に青色回転灯、またパトカー仕様の公用車というのは目に見える形でいけると思い

ますので、ちょっと御紹介させていただきます。 

 犯罪抑止に威力。福岡県大牟田市にお見えしたパトカー仕様の公用車、防犯パトロール車

が児童や市民に喜ばれている。市がことし１月末、５台購入したパトロール車はいずれも軽

自動車で、市総務と環境部所管。パトカーそっくりの白黒ツートンカラーに塗装し、青色回

転灯を登載。市職員が業務で移動する際に利用するほか、週１回、各小・中学校の登下校時

間帯に通学路を巡回、犯罪の抑止、防止に努めている。環境部所管のパトロール車１台は、
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ゴミの不法投棄にも目を光らせているということで、この活用方法によってはいろいろな活

用の方法があると思いますので、そこら辺しっかり今後検討していただければと思います。 

 答弁を求めます。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 議員御承知のように、既に各小学校のＰＴＡ等につきましても、いわゆる「パトロール

中」というステッカーをつくっていただいて、ＰＴＡの役員さん、その他自主的に行って 

いただいておるところでございまして、そういう努力をそれぞれ民間の方もしていただいて

おります。 

 今度の青色のパトロール等につきましては、いわゆる当番まで決めていただいて、そして

巡回するという新しい制度でございますので、成果については非常に期待をしておるところ

でございます。 

 また、全般的な取り組みの追加ということにつきましては、今議員御発言のような、いろ

んな地区のこともございますので、十分参考にしながら努力をしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 青色回転灯については、今後また進めていっていただきたいと思います。 

 続いて、同じく子供たちの下校時の安全ということで質問させていただきます。 

 学童保育の件なんですけれども、現在小学３年生までということになっておりますが、こ

れがなぜ６年生までできないのか。現在、核家族化が進み、かぎっ子がふえている中で、子

供が巻き込まれた犯罪というのがふえております。なぜ６年生まで学童保育ができないのか

というのをお伺いいたします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 
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 お答え申し上げます。 

○議長（山口 要君） 

 ちょっと答弁待ってください。済みません。 

 暫時休憩します。 

午前11時28分 休憩 

午前11時28分 再開 

○議長（山口 要君） 

 再開します。 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 学童保育についてでございますが、これは議員御承知のように、学童保育は、原則的には

子供たちが下校時になりましてから御家庭で預かっていただく、御家庭で子供たちを守ると

──守るといいますか、御家庭に帰っていくというのが原則でございます。そういう中で、

相当以前にこの学童保育のシステムというのができ上がったと思っております。一番当初の

ことは私もわかりませんけれども、やはりどうしても家庭に帰りまして、１人でいて、やは

り自分の判断ができにくいとか判断がしにくいというのは、やはり低学年であろうというふ

うなことだろうと思います。そういうことで、高学年になりますと自分で判断をして、例え

ば、両親がいない時間も判断できて時間を過ごせるというふうな判断があって、やはり低学

年を主体に学童保育が始まったんではないかなというふうに思っております。そういうこと

で、嬉野市でも取り組んでおりますけれども、やはりまず、低学年中心にということで、 

スタートの趣旨がそういうことであったんではないかと思っております。 

 もう一つは、物理的な問題もございまして、いわゆる預かりをいたします教諭の問題とか、

それからもう一つは、その預かりをいたします施設の問題とか、また市全般的には経費の問

題もかかわってくるというふう思っておりまして、６年生までということではないんではな

いかなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 
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○３番（梶原睦也君） 

 申しわけございません。この件については、また後日質問させていただきます。 

 続きまして、ＡＥＤの件なんですけれども、先ほど市長の御発言がありましたように、公

共施設、また学校施設への設置がなされるということで大変喜んでいるわけですが、設置し

ただけでは本当に意味がないと思います。しっかり対応できるように、実際、いざというと

きの対応ができなければ、宝の持ちぐされでありますので、しっかり講習会、また市民への

広報等をやって、本当に生きた活用をやっていきたいと、そういうふうに思います。 

 先ほど市長の方から、ことし４月21日より８歳未満の子供への使用ができるようなったわ

けですけれども、先ほど嬉野保育所には設置されるということでしたけれども、あとの保育

園に関してはどのように設置をお考えなのかお聞きしたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 私どもの公的な施設として市立保育所がございますので、市立保育所については設置をす

るということでございます。 

 あと、施設のところにつきましても、それぞれの管理の方が御自身で判断をされるという

ふうに思っておりますけれども、私どもとしては、やはり必要と考えて設置をしたというこ

とでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 自分たちで判断されるということですけど、このＡＥＤに対して補助金が出されるという

のをちょっと伺っているんですけれども、これはどういう形で補助金が出されるのか、お聞

かせください。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 
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 今回、ＡＥＤにつきましては、観光施設の方から御購入希望があれば、今年度につきまし

ても一応補助をすると、それも半額ということで今回予算にお願いしているところでござい

ます。 

 予算審議にかかわりますので、それ以上のことにつきましては、この一般質問ではお答え

にくいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 先ほどＡＥＤの設置というのは、嬉野市においてはたくさんの観光客が訪れるということ

で、ＡＥＤの設置が進めば、本当に嬉野市は安心、安全には力を入れているまちだという 

ことでイメージアップにもつながっていくんじゃないかと思います。これからも積極的に 

ＡＥＤ設置に取り組んでいただきますよう要望いたしまして、次の質問に移ります。 

 次に、高齢者福祉についてでありますが、４月から介護保険制度が変わり、地域包括支援

センターの役割というのが非常に大事になってくるわけですが、地域包括支援センターの四

つの機能の中に、介護予防マネジメント、ケアマネジメント支援、権利、擁護、虐待の早期

発見、防止、地域支援の総合相談というのが四つの柱としてあるわけですけど、今後の高齢

者福祉ということで、嬉野市において65歳以上の高齢者というのは何人ほどいらっしゃるの

か。また、その中でひとり暮らしの方は何人ほどいらっしゃるのか、わかれば教えていただ

きたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 先ほどの御質問についてお答え申し上げます。 

 冒頭申し上げましたように、高齢化の進捗というものはこの嬉野市でも非常に進んでおる

ところでございまして、私どもとしては積極的な施策をとっていきたいと思っております。 

 それで、私自身がまだ数字の持ち合わせがございませんので、担当部長の方に答弁をさせ

ていただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 
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 福祉部長。 

○福祉部長（田代 勇君） 

 65歳以上の高齢者の人口につきましてでございますけど、嬉野市におきましては、これは

５月31日現在ですけど、7,515人の方がいらっしゃいまして、高齢化率、人口に対する比率

でいきますと24.82％となっております。 

 ただ、この中でひとり暮らしが何名かということについては、現在資料がございませんの

で、不明でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 このひとり暮らしの掌握は、そしたらできているんでしょうか。 

○議長（山口 要君） 

 福祉部長。 

○福祉部長（田代 勇君） 

 ひとり暮らし世帯は、これは住民票の世帯名簿からひとり暮らしの世帯は何世帯かという

ことは、抽出はすぐ簡単に可能でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 ちょっとまた角度変わりますけど、嬉野市における高齢者の消費者相談というのはどれく

らいあって、その内容はどういったものがあるかというのをお聞きしたいんですけれども。 

○議長（山口 要君） 

 支所商工観光課長。 

○商工観光課長（支所）（一ノ瀬 真君） 

 お答え申し上げます。 

 17年度の消費生活相談の件数からでございますが、嬉野市で260件でございます。 

 それで、今、議員御質問の65歳以上が、実は10歳単位で統計資料がございますもんですか

ら、今のところ私どもの資料では60歳以上で把握をしております分が、全体のちょうど30％

ぐらいでございますので、80件だと思います。 
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 以上でございます。（「内容は」と呼ぶ者あり）相談の中身ですか。（「はい」と呼ぶ者

あり） 

 相談の中身につきましては、まず、布団を含めた健康器具が一番多いと思います。その次

に、最近出てきましたのが、住宅のリフォーム詐欺と申しますか、そういうふうなことで来

訪されることの相談が多くなってきていると思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 ということで、先ほどの成年後見制度の活用というのが必要になってくるというふうに思

います。 

 この成年後見制度というのは、成年後見とは、認知症や知的障害、精神障害など判断能力

が不十分な人の生活や財産管理をサポートするため、成年後見人を家庭裁判所が選任する制

度。医師の鑑定を受けて家裁に申し立てると、審理の上で後見人が選任される、後見が開始

される。後見開始後は、契約行為などに後見人が関与する。判断能力が十分なうちに後見人

をみずから選任しておく任意後見制度と区別して、法定後見制度とも呼ばれるということで

すね。例えば、ひとり暮らしの認知症の方が悪質なリフォーム契約を結んだと。成年後見制

度を利用していれば、こうした契約というのも取り消すことができるということで、今後、

この制度をぜひ活用、推進していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 議員御発言のように、この嬉野市におきましても約7,000人近くの御高齢者の方がおられ

るわけでございまして、いろんな事情で御自身で、例えば御判断ができにくいとか、例えば

御判断をされましても、そのときの判断と、後から考えられてどうしてもこの判断が間違っ

ていたというような御判断もあられると思います。そういうときには、私どもの方でも定期

的な消費生活相談等も行っておりますので、ぜひ御利用いただければと思っております。 

 また地域では、先ほど申し上げましたように、民生委員さん等がそれぞれの御高齢者の御
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担当といいますか、ということで連絡をとり合っておられます。それとかまた、各老人クラ

ブとか婦人会の方でも、一声運動とかいうのもずっと続けていただいておりまして、できる

だけおひとり住まいの方も、一日じゅうお一人ということがないように政策としてとってい

こうということで努力をしているわけでございますので、やはりだれかに御相談いただけれ

ばというふうに思っております。 

 しかしながら、そういうこともかなわない場合もございますので、やはり専門的に知識を

持った方が後見をしていただくと。主には弁護士さんとか、そういう方になられると思いま

すけれども、やはりそのルートをちゃんとつくっておくということが大事だろうと思います。

それがこの成年後見人制度でございますので、これは民生委員さん等と十分情報交換をしな

がら、私たち職員としても努力をしてまいりたいと思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 梶原議員。 

○３番（梶原睦也君） 

 最後に、高齢者福祉ということに関連しまして、耳マークというのが、こういうのがある

んですけど、これは難聴者、中途失聴者、また御高齢の方の支援対策として耳マークの設置

を公共施設の窓口に表示していただきたいということで、その普及にも積極的に取り組んで

もらいたいと思います。この件に関しましては、市民に優しいまちづくりということで、早

期の設置を求めたいと思います。 

 以上で私の一般質問を終了いたします。 

○議長（山口 要君） 

 これで梶原睦也議員の一般質問を終わります。 

 一般質問の議事の途中ですけれども、ここで午後１時まで休憩をいたします。 

午前11時42分 休憩 

午後１時   再開 

○議長（山口 要君） 

 それでは、休憩前に引き続いて一般質問の議事を続けます。 

 12番太田重喜議員の発言を許します。 

○12番（太田重喜君） 
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 12番太田重喜です。ただいま議長の許可を得ましたので、通告書に基づき質問を行います。

今回は、農林業問題、観光問題、環境問題について質問をいたしたいと思います。 

 まず、農業問題につきまして質問をいたします。 

 最初に、茶業についての質問ですが、改正種苗法への取り組みが現在どのようになってい

るかを伺いたいと思います。 

 この問題は、嬉野町の最後の町議会で質問をし、そのときの答弁は、早急に取り組むとの

答弁をいただいておりました。品種の許諾問題は、国内はもとより、有名ブランド品種など

の農産物の輸入増加等で開発者利益のそごというふうな問題も絡んでおります。こういうこ

とで、12月の嬉野町の最後の議会では早急に取り組むということでございましたが、その後、

今日までどのようになっているか、全くうかがい知ることはできません。この点について質

問をいたしたいと思いますが、的確な答弁をお願いしたいと思います。 

 と申しますのは、前議会のときに私が「もう答えは要らん」などと申しましたところが、

住民の方から「もっと的確な答えを求めなさい。答えが出なかったら次のたびの議会までに

答弁を用意しなさいというぐらい言いなさいよ」という指摘も一般市民から受けました。そ

ういうこともございますので、的確なる答弁をお願いしまして、最初の質問は終わりたいと

思います。あとは質問席で行います。 

○議長（山口 要君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 議席番号12番、太田重喜議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 お尋ねにつきましては、農業問題で、まず茶業についての改正種苗法への取り組みはどう

かということでございます。 

 議員御発言のように、改正種苗法に関しましては、以前嬉野町議会で御質問をいただいて

おるところでございます。種苗法につきましては、昭和22年施行されておるところでござい

まして、平成10年に新種苗法が制定され、平成17年４月１日に改正が行われているところで

ございます。 

 現在、お茶につきましては、佐賀県の奨励品種は６種類でございます。議員御発言に従い

まして、早速手を尽くしたところでございます。その後の対応でございますけれども、佐賀

県茶振興協議会、いわゆる西九州茶連でございますが──で準備を進めていただいておると
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ころでございます。現在のところ、静岡の茶業試験場と連絡をとり合って情報収集に当たっ

ておるとのことでございます。しかしながら、現在、国がどこで許諾するかが決まっており

ませんので、その後の動きはあっておらないということでございます。現在の状況といたし

ましては、「さえみどり」とか「べにふうき」等も対象になるというふうに予想をして情報

を収集しておるということでございます。 

 以上、お尋ねについてお答えとさせていただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 ６品種というふうなことでございますが、あとの問題も茶業問題でかかってくるわけで 

ございまして、ただ、嬉野の今後の茶業ということの観点を考えますときに、現在、一部で

考えられているように、静岡でも牧之原台地周辺の品種構成であるとか栽培技術であるとか、

あるいは、鹿児島での品種とか栽培技術について非常に志向が高まっているかと思います 

けど、嬉野の茶業ということを考えますときに、これは絶対やっていけんという考えを持つ

ものでございます。 

 例えば、茶業関係者はよく知っている、「茶」という静岡県茶業会議所が出している雑誌

にも、山間地の茶業ということで、静岡でも両河内を初め、春野町の取り組みであるとか、

あるいは伊久美での取り組みであるとかいうことを紹介されております。こういう地帯はち

ょうど嬉野の茶業地帯と同じ山間地でございまして、そこでいかに生き抜くかということの

取り組みが盛んに模索されて、現在進められているところでございます。 

 そういうことで、先ほどの品種、６品種じゃなくて、例えば、静岡でも現在非常に注目を

浴びている品種で、わせでは「さえみどり」だけではなくて、「さきみどり」「そうふう」

「つゆひかり」、さらに中生では「香駿」「べにふうき」「藤かおり」、晩生では「ふうし

ゅん」「りょうふう」「さわみずか」「三重緑萌１号」、こういう品種は改正種苗法にどう

してもひっかかってくる品種でございます。しかし、こういうふうな特徴のあるお茶をつく

らにゃ、嬉野茶業は生き残れないものだと私は思うものでございます。 

 そういうことで、このことにつきましては、ただ単に流通センターにお任せみたいな形じ

ゃなくて、産地として嬉野がいかに生き残るかという観点で、早急に市としても取り組んで

ほしいと思います。なおかつ、また流通センターでということになりました場合に、仮にそ
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れがとれたときに、そこに許諾がおりたときに流通センターを通じないで販売する場合には

どうなるかという問題もはらんでいるわけでございます。こういう点がございますので、流

通センターで、仮にＪＡグループがとったと仮定しても、本当に県下の茶生産者が栽培販売

できるものか、そこを通じない場合でもですね。 

 例えば、現在でも統計は流通センターの数字がおおむね上がってくるものと思いますけど、

私もお茶の加工をやっております。私の加工の生葉で、ことしは一茶で23トン余り加工した

わけでございますが、そのうち製品量の１トン数百は茶商に販売しております。こういう数

字はどこでつかんであるのか、恐らくつかめていないものと思います。 

 そういうことで、そういうところにも果たしてそういうふうな品種名を名乗って販売でき

るのかどうか、その点の確認をお願いしたいと思います。仮に農協さん、ＪＡグループが許

諾をとった場合に、そこに出荷しないお茶、これもその名前を使って生産販売できるのかど

うか、その点をお伺いします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 議員御発言の趣旨については承知をいたしております。その中で、先ほど申し上げました

ように、いろんな品種があるわけでございますけれども、これはもう議員も以前から御発言

されておりますように、いわゆる「やぶきた」一辺倒というふうな時代からは脱却する時代

に来ておるというのが時代の流れではないかなと思っておるところでございます。特にまた、

嬉野地区におきましてはほかの産地とは違うわけでございますので、全国の２％程度しかな

いわけでございますから、特色のあるお茶を生産していくという余地は残っておるんではな

いかなというふうに思っております。 

 そういう点で早速動いたわけでございますが、先ほど申し上げましたように、全般的には

まだ国の許諾先が決まっておらないということで、進展はいたしておりません。今後も茶連

とも話をしながら進めてまいりたいと思っております。 

 ただ、議員御発言のように、例えば独自でやっておられる方等について対処はどうするの

かということですけれども、これについては、私どもとしては当然茶連さんとも協議をして、

産地としてお願いをしていくという形になると思います。 
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 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 茶連がノーといった場合には、それじゃ別に個々の生産者は品種許諾をとらにゃならんと

いうことですかね。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 仮定になりますと、そのような形になると思いますけれども、できるだけそこは円満に運

んでいただくように協議をしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 産地によっては行政体でとっているところがあるわけですよね、とるという動きをやって

いるところが。その辺は考えてもらえませんか。この件につきましては、嬉野町時代の議会

でも行政でやってくれんかという相談はしたわけでございますが、そのときも茶連でという

ふうな形に──生産者協議会でという名前だったですか、そのときは。ちょうど探しよった

んですけど、12月議会の分の議事録が手元にないもんで、調べることができなかったんです

けど、多分生産者協議会とかなんとかいう名前のお答えだったと思うんですけど、そうじゃ

なくて、行政でということはできませんか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 組織名は先ほど申し上げましたように、佐賀県茶生産振興協議会ということだと思ってお

ります。ただ、行政でとるとかいうことについては、まだ考えたことはございませんので、
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これはまた以前お答え申し上げましたように、一応私としてはやはり茶連さんと一緒にやっ

ていくということで動いてまいりましたので、そういう点で私どもの希望は申し上げていき

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 これは、今月の４日の日に私が別に勉強会をやった席で、中央の審議会の委員もやって 

おられる全市長連の会長さんから直接お聞きしたわけでございますが、例えば、集落営農に

つきましても、農水本省から出ている資料と各県のＪＡの中央会が出している資料と乖離が

あると、ゆゆしき問題だということを全市長連のその審議会の委員のメンバーの方から直接

お聞きしてきたわけでございます。相手は全市長連の会長です。 

 そういうことで、そういうふうな団体を信用し過ぎるということは、非常に一般のＪＡグ

ループの農家の囲い込みということに直接つながる問題だったもんで、ちょっとこれは公取

との関係がどうなるかというふうなところまで協議せにゃならんということを、この件につ

きまして今後自分たちも勉強していくということで研究会では別れたわけでございますが、

そういう動きは、それは現在でもあります。ですから、これをできたら行政でお願いしたい

という気持ちです。ただ、これはいつまでも長くなりますからやめますけど、これも検討し

てみてくださいよ。お願いします。 

 それでは、引き続きまして、ことしの一茶の生産について、今ちょうど二茶の製造時期に

なったわけでございますが、市長はことしの一茶の生産販売についてどのような感じを持た

れたか、まず伺いたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 実は、昨年から議員御発言もいろいろありまして、茶業振興ということにつきましては懸

命に努力をしてきたところでございます。そういう点で、ことしは正直、最初期待をしてお

ったところでございますが、御存知のように、４月17日だったと思いますけれども、霜害が
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あったということで、またことしもかというふうな気がして、非常に農業というものの厳し

さというのを改めて痛感をしたところでございます。 

 しかしながら、茶生産農家の皆さん方は大変御努力をいただいたところでございます。現

在つかんでおります数字的に申し上げますと、全体の生産量につきましては、やはり昨年の

大体10％減というふうにつかんでおるところでございます。そしてまた、金額が93％ですか

ら７％減というところでございます。しかしながら、平均単価は一応102％というふうに報

告を受けておるところでございます。 

 今回の課題等につきましても、やはり出ばなのお茶につきましてはある程度高単価で推移

したというふうに思っております。私もいろんな茶工場をずっと回らせていただいたわけで

ございますが、連休明けぐらいから非常に、報告をいただく農家の方の報告が厳しくなった

ということを痛感しておりまして、やはり単価的にも連休過ぎから下がっていったと、それ

が最後まで回復しなかったというふうな状況でございます。 

 いろいろ商社の方とも話を聞いたわけでございますが、最終的にはやはり上質茶に対する

在庫感があったということでございまして、中級茶については動いたと。しかし、値段的に

は上がってこなかったというふうな状況でございます。 

 そういうことで、今、農家の方は非常に厳しい中でございますけれども、二番茶に向けて

御努力をいただいていると、そういう状況ではないかなというふうに思っておりまして、非

常に厳しく受けとめておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 量目、金額について、市長の見解と私は非常に違うわけでございまして、私の聞き及んだ

範囲では、量では大体15％減、さらに価格で10％、同じく今月の４日の日の勉強会の席では、

鹿児島、宮崎、熊本の茶関係自治体の人たちもおられたもんで、そこでお聞きしたところに

よれば、３県で大体20％減の20％安だという状況だということでございまして、非常に厳し

いなと。そういう中で気を吐いているのが八女地区だけだなという気がします。 

 しかし、八女地区につきましては、特にあそこの玉露生産等につきましては、特殊性も非

常に強うございますけど、今後の方向として、品種構成にしろ今のままでどうしようもなか
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ろうと思うわけでございますが、この中で産地維持というふうなことを考えるときに、現在、

嬉野町のやぶきた園の樹齢が平均的にどのくらいなものかと考えますときに、もう30年以下

のやぶきた園が非常に少ないんじゃないかと思うわけです。いわゆるパイロット事業で開墾

されてから30数年になります。もう40年になろうとしておるわけです。35年ぐらいになりま

す、坊主原地区でも。そういうことで、老園やぶきた園ということで非常に大きな問題でご

ざいまして、御存じのとおり、やぶきた種は25年を過ぎれば急激に品種特性が失われてくる

ものでございます。私たちも切り返し、いわゆる中刈り、台刈をやれば変わるだろうという

希望を持っていろいろな施策を農家はやっているわけでございますが、どうしてもほかの品

種と比べると、特にやぶきた種が台刈をやっても中刈りをやっても、20年前後のお茶の味に

はどうしても戻ってこないという品種特性でございます。 

 そういうことで、今後はやぶきた偏重と言われながら、一番主流の「やぶきた」について

でも、改植してまた「やぶきた」を植えるという作業も産地維持のためどうしても避けられ

ない問題だと思うわけでございますが、これに対する支援策はどのように考えてあるでしょ

うか。また、今後考えられる、現在の老齢化したやぶきた園の改植ということについての支

援策等ございましたら、お示し願いたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 では、お答え申し上げます。 

 現在の嬉野市内の茶園の樹齢等につきましては、議員御発言のとおりでございまして、い

わゆる大きな産地でございます陣野地区、坊主原地区と同じような時期に開かれておるとこ

ろでございまして、30年から35年というふうな時期に当たっております。また、不動山地区

等につきましても、やはりその時期に当たっているということでございまして、今、生産茶

工場を回りましてお聞きしますと、やはり生産者の方も議員御発言のような非常に危機感を

持っておられるところでございます。 

 それで、実は改植ということにつきましては、以前からお話もあっておるところでござい

ますので、改植についての推進策をこれから担当課と一緒に検討してまいりたいと思ってお

るところでございます。しかし、その幼園の確保ということは非常に難しいわけでございま

すので、これはやはり生産者の皆さん方とかいろんな関係者と協議をしながら、まず幼園確
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保をして、そして所得を確保しながら、ある程度時間を保っていくというですか、そういう

ことが必要ではないかなと思いますので、そういう点も研究を重ねてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 現在の嬉野の状況を見るときに、簡単に新規な幼園を求める場所というのはどこにあるか

なという感じがするわけです。そういう観点からいえば、市内いっぱいに目を広げて、しっ

かり今後茶園を造成できる場所を考えてもらわにゃ、先ほど市長の答弁がございましたよう

に、全国生産量のわずか２％の産地と、この産地を今後どういうふうにして守り育てていく

かということで非常に問題が多いと思うわけでございます。 

 そのために新規開園の可能地の調査もぜひ担当課あたりでは今後推し進めて、私の見る限

りでは、あそこはいいなという場所も数カ所散見するわけでございますが、そういうところ

を守り立ててもらわにゃ、お茶がなけりゃ嬉野の農業後継者も──お茶だけなんですよね、

一生懸命やっている農業後継者が残っているというところは。この方々の希望の火をさらに

燃え立たせて、市内全域にそれを広げていくという観点から、茶園にすばらしい場所が私は

数カ所、あそこはどうだろうかと思うところを見ているわけでございますが、もしそういう

ことがあったらお示し願いたいと思いますし、さらに産地のための手当てということでは、

行政の方ではどういうふうに考えられているかということをさらにもう一つあわせてここで

聞いておきたいと思いますが、以前もこれも申し上げておったんですけど、品種規格規定を

どうでんこうでんつくらにゃならんじゃないかという提案をしておったわけでございますが、

これについては行政としては何も今までやってきておられないと思います。しかし、今、茶

業青年会の方で坊主原の荒廃園を借りてやっておられるようでございます。これについて何

か支援をやっておられますか。非常に必要な事業と思うんですよ、適地調査ということは。

そのために茶業青年会の若い人たちが、今、坊主原地区で植えつけが終わられて、管理作業

に入っておられるわけでございますが、これについて何か支援があっておりますか、あって

おりませんか。もしくは、今後する予定ですか、予定ございませんか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 
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○市長（谷口太一郎君） 

 お答えを申し上げます。 

 現在、嬉野茶の現状ということにつきましては、先ほど大まかに申し上げたとおりでござ

いますが、もう少し細かく分析しますと、地区によって、また、生産農家によって少し違い

がございます。例えば、議員お住まいの岩屋川内地区等につきましては、先進的な茶業とい

いますか、そういう農家が非常にふえておられまして、機械化、また効率化と、そしてまた、

補助の拡大というふうな農家が非常に多くおられます。また逆に、不動地区におきましては、

圃場の未整備ということもございまして、後継者が非常に減ってこられたということもござ

います。また、下野・今寺地区ですね、ここも大きな産地でございますが、ここは歩道、園

道の農道等も未整備ということもございまして、非常に機械化がおくれているというふうな

ことで、嬉野市内におきましても課題がございますので、まずそこらの情報把握をしっかり

して検討してまいりたいと思っております。 

 それともう一つは、私どもが組織しております認定農業者に対する研修制度の充実という

ことを今感じておるところでございます。ちょうど合併のいろんな課題等もありまして、な

かなか取り組めておりませんですけれども、以前は定期的に研修会等も開いておったわけで

ございます。その後、認定農業者の方も代がわりをされたこともございまして、そういう研

修等がうまくいっていないということもございますので、そこらをもう一回取り組みをして

みたいと思っております。 

 それともう一つは、共同工場自体の設備の更新ということが必要な組合もございますので、

そこら辺についても検討してまいりたいと思っております。 

 それと、まとめに言われました坊主原地区の件でございますが、私も最初はよく存じ上げ

なかったんですけれども、いろいろ聞いてみたときに、積極的に取り組んでおられるという

ことでございまして、心から敬意を表したいと思います。ただ、その情報等が十分伝わって

いなくて、当初からの私どもの協議といいますか、そういうことが不足もしておりまして、

そういう点では今後いろんな形をとりまして、できるだけ前向きな取り組みについては支援

をしてまいりたいと思っておりますので、そこらについては担当に指示をしてまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 
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 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 特に茶業青年会の方々は、あの付近でもちょうど舗装工事をやったのを、負担金まで自分

たちも出しますと言って出していただき、労力奉仕もしていただき、そして、あそこの農道

整備等も取り組んでいますので、今後十分に連絡をとられて、もしできる支援策があったら、

ぜひお願いしたいし、ああいうところを、あそこ１カ所ではなくて、ほかの地域でも品種規

格園ということにつきましては、先ほど申し上げましたように多種多様な品種がございます。

こういうのを導入せにゃ山間地の、全国シェアはわずか２％しかない産地嬉野は維持できま

せん。そういうこともございますので、ぜひともその点には今後とも留意していただきたい

と思います。 

 次に移っていきます。よろしくお願いします。 

 次に、ニッチズムタイプ、いわゆるすき間タイプの農産物、これはどう考えても、この地

区ではお茶以外にはこういうものに取り組み、なおかつ、軽作業によってでもできる農産物、

こういうふうなものをせにゃいよいよ、特に塩田地区では農耕地の中では畑の方の荒廃が非

常に進んでいるようでございますし、嬉野の場合でも、ことしの茶価を見て一茶の刈り取り

をやめた園地も既にございますし、あと二茶、三茶につきましては恐らく耕作放棄につなが

るような園地があるわけでございますが、そういうことで農業を衰退させてしまってはどう

しようもなかろうと思います。 

 そういうことで、軽作業で軽くても金になるような作物、例えば、今まで市内で取り組ま

れたものの中では、レタス、ナス、インゲン、ゴーヤ、長ネギ、あるいはキウイフルーツ、

サカキというふうなものがここ何年かの、10数年の間にも取り組まれてはやまりしておるわ

けでございますが、この辺についての現状はどういうふうになっているか、もしわかってお

ったらお教え願いたいと思います。これは行政もＪＡさんも一緒になって塩田、嬉野両地区

で進められた作物、レタス、ナス、インゲン、ゴーヤ、キウイフルーツ、長ネギ、サカキ、

これについての情報をお持ちでしたら、お示し願いたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 産業振興部長。 

○産業振興部長（井上新一郎君） 

 お答えいたします。 

- 102 - 



 ただいまニッチズムタイプに係る野菜についての御質問でございます。過去にレタス、ナ

ス、いろんな産品も取り組まれたということでございますが、私の方で農協等に確認して、

現在、こういうふうにして商品化されて、ある程度市場に出回っているものといたしまして

は、小ネギ、インゲン、ゴーヤ等が生産されていることをお聞きしております。それで、あ

との産物につきましては、その後の経過につきましては、ちょっと把握できておりません。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 あのね、嬉野でもレタスも非常に力を入れて進めて、それもやまった、ナスもやまったと。

取り組んだ農家は全部入れた資材赤字が残っているわけなんですよ。そういうことじゃなく

て、しっかり販路まで考えた取り組みを、これ、ＪＡさんだけでならともかく、これらにつ

いては行政も手助けして進めたわけですよね。今後やってもらわにゃいかんと思うんですよ。 

 それとあわせて、今後この地区で取り組めそうなものが何かございましたらお示し願いた

いと思いますが、いわゆるイノシシ被害にも強いサンショウの実も、これ、サンショウは全

国で大きな産地は１カ所しかございません。乾燥トウガラシ、この産地は３カ所しかござい

ません。こういうふうなものとか、これはこの地区でできない品物じゃないわけですね。そ

ういうふうなものを積極的に取り組む意思があられるのかどうか。 

 そのほかにも、例えば、高齢化された農家の方の作目、あるいはイノシシ被害を考えると

き、山際、あるいは山間地の作目としてはそれ以外にもニンニクとかコンニャクとか、イノ

シシが余り来ない作目もあるわけですね。こういうふうなものについて研究される意思があ

るかないか、その辺でもお示し願いたいと思いますけど。 

○議長（山口 要君） 

 産業振興部長。 

○産業振興部長（井上新一郎君） 

 お答えいたします。 

 特に山間地の農産物の普及というようなことで御質問でございますが、現在特別な、特に

嬉野地区等につきましては嬉野茶に力を入れてまいりましたので、その他の作物については

特別な研究とか支援も今まではなかったわけですが、この新規な特産物の開発ということに
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なれば、やはり気象条件とか、土地の性質の問題とかで、いろんな研究が必要になるかと思

います。そういう面では、その土地に合った、そして、なおかつ生産所得も上がるような農

産物の開発ということになれば、十分に研究機関あたりとの連携が必要になるかと思います

ので、その点が情報提供等ができるように体制を整えてみたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 例えば、塩田、嬉野両方の町史を眺めてみたときに、明治以降どういうことがなされてお

ったかと、農業振興のためには。お茶、桑以外に、桑は非常に多かったことは事実、皆さん

が聞き及んでおられると思うんですけど、ハゼろう採取のためのハゼの木、しょうのう採取

のためのクスの木の植栽を明治20年から40年代には非常に両町とも進めていますよね。 

 それ以外に、明治末から大正初期にはサフランは日本一の産地だったのがこの地区なんで

すよね。嬉野を中心とした藤津郡なんです。ただ、このサフランに関しましては、県の薬務

課が発行している「佐賀の薬草」の中には、「太良町で昔栽培されていたらしい」て、ばか

な記事が載っていますけど、嬉野が産地なんですよ。 

 さらに、何度も私が言ったことがあるから御存じだと思いますけど、大野原高原のササグ

リは、わざわざ福島県から年切れがしないササグリを持ち込んで植栽されているわけなんで

すよね。 

 そういうことを、今と違うて情報伝達も手段もなかった時代に、私たちの先人たちは何と

か地域をつくっていくためにということで、ちょうど県有林の大低木が立っている22世紀の

森のあの辺の植栽のあった時分には、民有林には補助金をつけてのハゼの木、クスの木の植

栽を勧奨してありますよね、勧められていますよね。そういうことを先人たちはしてきて、

この地域をつくってきたわけなんですよ。何とか今、高齢化が進んでいるなら高齢者で対応

できる農産物を考えにゃどうしようもないと思いますよ。よろしくお願いします。 

 そして、これは一回嬉野町時代に質問したことがあるわけですけど、間伐をしなさいと言

っても間伐がなかなかできんと。間伐が済んだ後にどうするかということでは、サカキとか、

ハランとか、センリョウとか、ナンテンとか、年間作目として金になるものがいっぱいある

わけなんですよね。これも大きな産地はないわけです。この近くでは、例えばハランは世知
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原町が進めていると。サカキも世知原町が今進めていると。そのくらいで、なかなかこれだ

け広大な周りの山々がある中で、そちらにも目を振り向けて、本当に地域で残られる、年寄

りもできるような仕事、そういうものを考えた上での、また、新規農産物の情報収集をしっ

かりお願いしたいと思います。これは答弁を求めても今すぐ的確な答弁は出んと思いますの

で、今後よろしく検討方お願いして、この件については終わります。 

 次に移ります。今後の農業をどういうふうに考えられるかという、農林業をどういうふう

に考えられるかということで答えも変わってくるかと思いますけど、通告書の農業問題の一

番最後に書いている農道、林道問題についてお尋ねしたいと思います。 

 市内の面積12万6,000ヘクタール、このうち農耕地が2,189ヘクタール、水田がそのうち

1,235ヘクタール、畑、樹園地が954ヘクタール、林野は7,340ヘクタールの面積があるわけ

です。これは農業統計から拾った数字でございますが。特に畑地と林野を合わせたときに

8,303ヘクタールとなっております。市内面積の65.89％となります。林野だけでも58.25％

なんです。合併して塩田地区のこの平たん部分がふえたと、これだけあるようで、意外と林

野は少ないんじゃないかという気持ちがするわけでございますが、ところが、この市内の大

半がまだ林野なんです。ところが、こう考えるときに、農道、林道の新設計画はまだ現在な

いとお聞きしているもんで、これでいいだろうかと思うわけでございます。特に林業問題に

ついては、50年、100年後を見据えた施策を講じとかにゃどうしようもないわけでございま

して、ぜひとも早急に計画を立ててもらいたいと思うわけです。 

 50年、100年と大ぶろしきを広げるようなことを言うようでございますが、50年前といえ

ば、旧嬉野町──吉田村と嬉野町と合併したころでございます。その当時のことを私は小学

生ながら覚えているわけでございますが、時の教育長さんが中学校の卒業式、小学校の卒業

式のときに、そのころは中学の卒業者の大半が就職列車で都会に出ていっている時代でござ

います。地域に残る数人の子供たちに、地域を守るのは君たちなんだと熱っぽく語られたの

を覚えております。ただ、新しい地域づくりは君たちが本気で取り組まにゃいかんのだと、

それが50年後、100年後のこの嬉野地区のための君たちの仕事だと、何にもわからない中卒

の青年たちに語りかけられたことは今でも思い出すわけでございますが、当時まだ国道34号

線、コンクリートの部分は国鉄の営業所から今のバスセンターのところまでしかございませ

んでした。あとは未舗装の砂利道でした、嬉野の状態は。いわゆる本通りに行く分だけがコ

ンクリートだった時代なんですよ。そのころ、その当時の町会議員さんが、恐らく文教委員
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長さんだったかと思うんですけど、私たちが卒業するときの卒業式の席で、君たちが頑張っ

てくれて、20年後、30年後、いや、50年後には上不動にも大野原にも春日にもコンクリ道を

行かるっごと嬉野をつくってくれと切々と訴えられたことをよう覚えております。 

 50年前です。どうですか、今。もっと奥までコンクリート舗装になっております。そして、

その当時、今の街部の国道34号線、いわゆる昭和通り、あそこまで来るときに、水田の真ん

中にだだっ広う、八間道路と私たちは呼んでおりましたけど、道が１本通りました。あれが

あったからこそ、合併前の嬉野町は何とかやってこられたわけなんですよ。あれができたと

き、町民みんなが何のための道なんだと。水田の真ん中に幅８間の道路がどんと通ったわけ

なんですよ。そういう大局的視点に立って、ぜひとも新市における産業振興ということを考

えた上で、林道計画、農道計画を早急に立ち上げてほしいと思うものでございますが、いつ

ごろになったら新市における農林道新設計画ができるのか、この点についてまずお尋ねした

いと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 戦後の整備の状況等につきましては、議員御発言のとおりで、私も承知をしておるところ

でございます。それぞれやはり嬉野地区、塩田地区、先人の御努力がありまして、現在の地

域ができてきたと思っております。 

 それで、現在、林道につきましては、上不動線や、また、林道鍋野線ということで整備が

進んでおるところでございまして、いわゆる大型の林道と考えるものにつきましては、ほぼ

整備ができておるというふうに理解をいたしております。 

 そういう中で、今、林政協議会ともいろいろ会議をするわけでございますが、これからは

多良岳材のブランド化という中で何が必要かということで、専門的な御意見としては作業道

が必要だということで、作業道の整備といいますか、新設ということに取り組みをシフトし

ていかなければ山が荒れてしまうというふうなことが言われておりますので、当面はそのよ

うな形で取り組みをしてまいりたいと思っておるところでございます。 

 また、農道等につきましてはほぼ完成はしておりますけれども、先ほど申し上げましたよ

うに、例えば、茶園農道等につきましても、機械等の大型化、また搬入搬出のトラック等に
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つきましても、昔は１トン車の時代が今はもう２トン、４トン車の時代になってきたという

ようなことでございまして、そういう点で、基幹農道の再整備ということは必要だろうと思

っておりますので、今後検討をしてまいりたいと思っておるところでございます。 

 そういうことで、総合計画が約２年ぐらいかけて今からつくるようになっております。そ

ういう中にも、やはり基本的な考え方を入れ込みまして、将来的な林道の作業道のあり方と

か、農道の拡幅のあり方と、そういうことも取り組んでいかなければならないと思っておる

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 林業がこれだけ衰退しているときでございますが、だからこそ、きちんとした林道整備も

必要かと思うんです。確かに機械も大型化しました。林業につきましても大型の作業機を使

うような時代になってきています。そういうときに、林道計画が今のままでよしとするのに

は、私はいささか疑問と思うんです。作業林道だけじゃなくて、特に本格的な林道がなくち

ゃ、せっかく育てた木も搬出されないと。例えば、旧嬉野町時代の町有林で、一抱え以上あ

るような木が立っておっても売れんやった山が、３度かけて３度売れんやった山があるでし

ょうが。そういうことを考えたときに、いま一度林道整備を検討してもらいたいし、さらに

現在、林道が４メーター幅員しか認められていないというのはおかしいことでございますの

で、こういうことにつきましても、林政協議会あたりでは、林道が果たして４メートルでい

いのか、今の時代に。これを含めた検討方をぜひお願いし、さらに農道につきましても、こ

れだけ農地が荒れなんとするときに、今の若い人たちに「おまえたち頑張れ」と言うだけで

はどうしようもないんです。 

 先ほど、岩屋川内地区には後継者が云々とありましたけど、これは岩屋川内地区は他地区

に先駆けて道路整備ができているからこそ若い者が残っているわけでございまして、ぜひと

も農道、林道の新設改良についても計画をぜひ立てていただきたいと思います。このことは

今言っても、今２年かけてというふうなことで再整備というふうなことでございましたので、

その中に新設箇所の必要箇所を何度も議会でも、嬉野町時代の議会に何人も林道についても

発言してこられております。再度検討されて、こういうのも計画に織り込んでほしいと思い
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ます。よろしくお願いしておきます。 

 次に移っていきます。観光問題についてでございますが、まず最初に記念樹の森構想、こ

れにつきましては、まさか忘れておられるとは思っておりませんけど、ここに今そこの部分

はコピーをとってきていますので、議事録を持ってまいります。 

 明確に記念樹の森構想については、市長は17年６月15日の質問に対して、以前の議会でも

答えましたが、場所の問題は別にして、記念樹の森をつくるということは大変大賛成だ、検

討している、あと云々ありましたけど、どういうふうな検討をされたのか、どういうふうに

なったのか。さらに、私がそのとき質問しました、いわゆる立岩展望台下の地区につきまし

ては、地権者の方に今後も相談して、もし了解がいただけたら取り組むことができるのでは

と前向きな答弁をいただいておりました。これは17年第３回議会の会議録43ページでござい

ます。どのような取り組みをなされ、どのようになっているか、いわゆる記念樹の森構想に

ついてちょっと、そのときの事情をお聞きでない方には、もしおわかりにならんということ

だったら、後日また後で説明しますけど、このことについての答弁を求めます。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 記念樹の森構想ということで、これは以前もお答えしたとおり、ぜひ取り組みたいと思っ

ておるところでございますので、気持ちは全然変わっておりません。一つは、旅行に来られ

た方が記念として植えていただくとか、あるいは市民の方が何かの記念として植えていただ

くと。また、それを手入れをするとか、見に来ていただくとかということで成果が上がるん

ではないかというふうに考えておりまして、取り組みをしたいというふうに思っております。 

 そういう中で、相当以前に実は議会にも御提案がございまして、みゆき公園の中にという

ことでございましたけれども、みゆき公園の中でいたしますと、また再移植をしなくてはな

らないということもございまして、適地がどうかということで現在も探しておるというとこ

ろでございます。 

 そういう中で、議員御発言のように、立岩展望台につきましても、これは以前私も整備を

したいということでお答えしているところでございます。まだ地権者のところにお話をした

という段階ではございませんが、地権者数、筆数とか、地権者の方とかいうものはあれ以降
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調査をしたということで、取り組みをしたということにはなりませんけれども、調査をいた

したということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 検討をするとか取り組みは必要と答弁をしておきながら、していないと。甚だ怠慢と思う

んですよね。今までもこういうことはいっぱいあったもんで、きちんと自分が指示してちゃ

んとさせてくださいよ。我々が一生懸命、少しでもまちづくりのためと自分なりに勉強して

お願いしても、検討しますと。これじゃ、検討します、何もしませんよということになりゃ

せんかと思うんですけど、検討しますという言葉をどういうふうに理解されておるか、いま

一度御説明願いたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答えいたします。 

 いろんな御提案があるわけでございますので、検討すべきところにつきましては、あるい

は調査、また、いわゆる計画をつくると、そしてまた予算をつけていくということがあると

思います。そういう中で実行していくわけでございますので、いろんな御提案をいただくわ

けでございますので、やはりまじめに検討していくということでございます。 

 そういう点で、やはり一番のネックは時間の問題と予算の問題でございます。そういうこ

とで、相当以前の御提案を今少しずつ実行しておるという段階でございますので、御理解い

ただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 このことについては、ぜひ早急に取り組まれることをお願いしまして、次に移ります。 

 ちょっと順番が変わりましたから、それじゃ蛍のことから行きます。蛍マップの作成につ
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いては、これも以前嬉野町時代にお願いしておったわけでございますが、ことしはなぜか蛍

が大発生です、ただし平家蛍ではございますが。きのう夕方は、有田町の蛍について放映が

なされておりました。ああ、こんくらいのとを放映せんばなんか、この何倍でも飛んでいる

よと思いながらテレビを見たわけでございますが、テレビやラジオ、新聞紙上でも各地の蛍

だよりが非常にことしは盛んに出ております。 

 私としましては、もう昨夜あたりは温泉の近辺では蛍は減って余り見かけんだったわけで

ございますが、つい１週間ぐらい前まで夜業で製茶作業をやっておりましたら、製茶工場の

中に飛び込んでくるぐらい多いわけです。製茶工場の中に蛍が飛び込んできたときには、カ

メムシのにおいよりも蛍のにおいがお茶に移るわけで、非常に私たちにとって害虫なんです。

つまんで捨てにゃなりません。このことを私のお茶のお客さんで都会の方に、新茶のごあい

さつと一緒に発送する文書の中に一言書いておったら、非常にうらやましがられるわけです。

そんな自然がまだいっぱい残っているんですかと。蛍ぐらいでそんなに喜ぶものかなという

感じもするわけでございますが、既に九州各地の観光地では蛍マップはあっちもこっちも発

表されているわけですよね。それを客集めに利用されているわけです。 

 嬉野町時代に、平成15年６月議会で蛍マップの作成をお願いしました。そのときの議事録

の71ページから72ページでございます。川の水温や田植えの時期等で蛍の発生箇所も変わっ

たりするわけでございますが、５月中旬から６月いっぱいは嬉野は蛍が楽しめます。私の近

辺ではもう姿を消しましたから、もうちょっと入ったところ、水温の低いところで今盛んに

飛び交っております。そのとき答弁では、中小の河川まで活用すれば１カ月半から蛍が楽し

めるんだという質問の中で、次年度──15年６月の次年度、前もってお知らせできるんじゃ

ないかと。発言については打ち出していきたい。次年度には前もって、16年度も蛍発生期前

には恐らくこういうふうに蛍が出るんじゃないかということを発表できるんじゃないかとい

うお答えをいただいているわけです。それが先ほど質問しましたコピーですが、これはどう

いうふうになっているでしょう。答弁願います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 蛍マップにつきましては、議員御発言等も生かしましてパンフレットに掲載をしておると
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ころでございまして、いわゆるパンフレットの中に蛍マークを入れまして、蛍の見れる場所

ということで明示をいたしております。そういうことで取り組みをいたしておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

 また、今回新しく合併をいたしましたので、３月議会でもお話ししましたけれども、統一

したパンフレットをつくるようにいたしております。ですから、塩田地区の蛍もここで見れ

ますよというのは明示していきたい思います。 

 ただ、その蛍を総合パンフレットに掲載するときに、やはり課題も幾らかありました。そ

れは町外の方にもお配りするわけでございますので、夜間来られて足元とか、よくわからな

いままにこの場所、あの場所と歩かれる危険性もありますので、ある程度安全に見られる場

所ということを限定して載せるべきじゃないかというようなことで、幾らか選択をして載せ

ておるということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 時期まで明示して載せてありました。時期でも、先ほど申し上げように、水温とかで非常

に発生時期は違ってくるわけで、私、下岩屋ですけど、下岩屋周辺の人家周辺では夕べぐら

いはもう蛍消えました。ところが、まだちょっと入ったところには、水温の低い地帯いっぱ

い飛び交っているわけでございますけど、そういうのを生かせば、恐らく１カ月半ぐらい蛍

狩りツアーができると思うわけですけど、時期の面も明示してありました。ただ蛍が飛びま

すよだけでは、見に来た人の空振りになってしまうと思うんで、その新しい観光パンフは見

ていないもんで、時期のことを明示してあるかどうかわかりませんけど、いつだったらどの

辺ですよということまで明示してありますか。それを15年の質問のときはお願いしたわけで

ございますが。課長。 

○議長（山口 要君） 

 支所商工観光課長。 

○商工観光課長（支所）（一ノ瀬 真君） 

 お答え申し上げます。 

 ただいまの市長が申し上げましたマップにつきましては、いわゆる散策マップというもの
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でございまして、旧嬉野地区につきまして、蛍のマークを入れて掲載をいたしております。

ただ、時期につきましては、一括して５月中旬から６月下旬までということで幅広く掲載を

いたしておりますので、それぞれについての１カ所１カ所の時期等につきましては、やはり

湿度の関係とか、あるいはその地域によりまして少しずつずれてまいりますので、大きくと

らえて載せているというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 それじゃマップづくりにはならんじゃないの。そのときお願いしたのは、どの辺にいつご

ろということを明示してくださいよと、その調査をしなさいよという質問をしたんですよ。

もう少し真剣に物事に取り組んでください。それしかやっていなかったら、今後ぜひとも次

年度は早目に取り組んで、再来年にはきちんとしたマップができるようにお願いしますよ。 

 それじゃ、要するに働きかけにならない。いつからいつまで、そんな幅広げて、例えば、

いっぱい出ますよと、轟の滝周辺、今も見られますよといったときに、今行ってももう飛ん

でおりませんよ。例えば、ある人が５月の初めにダムの方へ行って、蛍はまだ飛んでおりま

せんでしたとのことですので申し上げたんですけど、蛍は今やったらこの辺が多いんですよ

と、岩下橋が多いんですよと教えたわけですけど。どこ周辺にはいつごろが多いんだという

ことを調べもせんで、蛍の絵をかいてそれで終わりじゃどうしようもないよ。もう少し真剣

に取り組んでよ。──いいです。次に行きます。 

 次に、新しい提案ですが、塩田川堤防の美観づくりというふうなことを含めて、これは総

務委員会の席上で太田川の水利、防災等の話の中から、塩田の方々の水害に対する考えを伺

うことができました。その中で、私は旧嬉野町ですので、河川で堤防のあるところは嬉野の

方は限られておるわけでございます。だから、堤防に対する認識も非常に私たちは今まで低

かったわけです。水防といっても山津波のがけ崩れだというふうなことばっかり想定してお

ったわけで、私も消防団にあげん長く在籍したわけでございますが、水害については訓練も

と申し上げても、訓練したというぐらいのもので、水防訓練については存じ上げておりませ

ん。これから勉強したいと思います。 

 その中で、私は消防団在籍中には、椎葉川の熊野神社上手のところに一部堤防があるわけ
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でございますが、この石垣の間から集中豪雨のときに水が噴き出しておるというようなこと

で、一度だけ月の輪工法の築堤を行ったというのが、私にとっては水防については消防団時

代唯一の実践での経験でございます。 

 ところが、今後防災という視点では、同じ行政となった塩田地区のことで水防についても

っと勉強せにゃならんなと、堤防についても勉強せにゃならんなという見方で最近堤防を見

ているわけでございます。残念ながら、極めて一部ではございますが、堤防の管理道路です

か、そこの部分にも一部除草剤を使った箇所が散見されました。これは非常に塩田川堤防で

は少ないんですけど、極めて一部の部分に除草剤を使ってありました。 

 御存じのとおり、除草剤というのは堤防を弱くする原因でございます。ただ、あの堤防を

周りの人が管理するのは大変な作業だろうなという形で見ているわけでございますが、実は

この３月議会、まだ３月議会当時は、あるいは議会報作成のため通ってくるときに、塩田川

堤防に咲く菜の花で随分心をいやされたという感じがしたわけでございます。これをもう少

し活用できんかなと。防災ということがございますので、余り何もかもでけんとは思います

けど、例えば、よそのことでございますが、大分県と福岡県の県境の山国川の堤防や、福岡

の筑後川や遠賀川、あそこの河川敷や堤防、あるいは遊水地帯に、佐賀県では松浦川中流域

等にあるわけでございますが、春先、桜の前も後も、期間が多少長うございますから前も後

もですけど、美しい菜の花の景観が広がっているわけでございます。これを塩田川の河川堤

防に菜の花をふやして新市の一体化を図るということも考えた上で、菜の花ロードウオーク

というようなことも考えられないかなと、新しい観光施策の一つができないかなと思うわけ

でございますが、そういうことについてできるものかできんものか、河川関係のことでござ

いますので、どの程度ができるのか、もしわかっておれば、この点についてお尋ねしたいと

思います。 

 あわせて、ことしのさくらロードウォークラリーの人出でございますが、市外からのお客

さんがどのくらい見えられたか、これもあわせてお知らせ願えれば、観光開発というふうな

観点と、塩田、嬉野の一体化を図るという視点、あるいは堤防の重要性について、塩田の住

民の方も嬉野の住民の方も一層堤防に愛着を持ってもらうために塩田川堤防ウオークという

のを考えられないかと、この辺を考えるもので、この点についてお尋ねいたします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 
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○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 まず、後半のさくらロードウォークラリーについてお答えしたいと思います。 

 私もごあいさつに毎年お伺いしますので、状況は把握しているつもりでございます。今年

度は、開会式自体が大雨でございまして、雨の中の開会でございまして、全体で50人ぐらい

だったと思いますけれども、市外からは20人ぐらいだったんじゃないかなと思っております。

多いときで100人切れるぐらい参加されますけれども、市外からはやはり30人かそれくらい

になったと思います。多いのはやはり湯野田区とか温泉区とか、近隣の方が比較的多いなと

いうふうに思っておるところでございまして、もう少しＰＲとかそういうものをしていけば、

さくらロードウォークラリー自体がボランティアで運営しておられますので、私ども観光課

の職員もお手伝いはいたしておりますけれども、自主運営ということで非常に珍しい企画で

すので、これからお手伝いもしていきたいと思っております。 

 それと、河川でのいわゆる堤防等への景観づくりということでございます。これは議員御

承知のように、原則的には管理は県の管理でございまして、現在、県の管理自体も時期的に

雑草を清掃するというぐらいの管理だと思っております。そういうことで、この堤防自体に

植栽をして管理をするというようなことは今は取り組んでおられないというふうに思ってお

りますので、御提案につきましては伝えてまいりたいと思います。 

 そういうことで、できるということであれば、これもまた地域の御協力をいただかないと

できないわけでございますので、そこらは県とも協議をしながら検討すべきではないかなと

思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 それは例えば、だれかが勝手に種まきをしても問題ないわけですかね。知らんふりして種

まきをやっておったということはできますか。 

 現在、あれは自然にどこからかこぼれ種が来たものかなとは思いますけど、結構大草野地

区あたりには堤防の、なぜか内側の面だから、川から流れてきたのかなと思うんですけど、

外側じゃなくて内側の方には多かったように見えたもんでですね、菜の花あたりは。これは
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勝手にまいても問題ございませんか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 これは私の以前の仕事のときに経験したことですけど、鳥栖地区で一度そういう企画をし

たことがあります。菜の花ウオークというようなことをですね。原則的にはやはり堤防に菜

の花は好まないということでございまして、要するに根っこの問題がありまして、余りにも

太くなり過ぎると、堤防自体が将来的には影響するというような話も聞いたことがございま

す。 

 そういうことで、実行するならば、ある程度品種を選ばなくてはならないかなと思ってお

りますけれども、しかし、あくまでも勝手にやるということはできないじゃないかなと思っ

ております。やはり管理者がおりますのでですね。管理者の意見に従ってやるべきだという

ふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 だれがやったかわからんだったらいいじゃないですか。これは冗談でもございませんけど、

何か菜の花でもコスモスでも構わんと思うんですよ。特に嬉野の人は堤防についての認識が

非常に浅いもので、堤防を活用した何かできないかなという気を強く持ちます。 

 それと、間違っても除草剤を河川管理道であっても使わないような指導は今なされている

のかなされていないのか、まずその点をお聞きしたいと思いますけど、もしなされていない

ようでしたら、護岸堤防には除草剤は一切使用禁止というふうなことが提言できるもんか、

この点についてお尋ねします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 
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 これは以前の議会でも嬉野町時代にお尋ねいただいて、私どももできる限り施設管理につ

きましては除草剤を使わないということに今切りかえたところでございまして、そういう努

力はいたしております。ただ、御指摘の箇所がどんなことかわかりませんので、これはまた

管理者の方に連絡はさせていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 太田議員。 

○12番（太田重喜君） 

 管理者じゃなくて、やっぱりそこを常々通る人たちが使っていられると思うんですけど、

塩田川堤防よりもほかのところが多うございますけど、堤防上の農道ですか、こういうとこ

ろもきのうはあれだけまいてあるなと思って見たのは谷所地区ではございましたけど、結構

堤防上にも、塩田川堤防じゃないところには吉田川の方も同じですけど、一部除草剤を使っ

てあります。ですから、少なくとも自分の所有地の土羽の崩るっとは本人の責任でしょうが、

河川堤防には絶対除草剤なんかまかないようにという指導はぜひ取り組んでください。これ

はお願いしておきます。 

 次に移っていきます。環境問題ということで取り上げていた、今回は麦わら、稲わらの有

効利用の推進ということを上げておるわけでございますが、御存じのとおり、地球温暖化の

影響での太平洋島嶼国海水面調査で非常に問題になっております。今まで私たちも温暖化対

策については余りにも真剣に考えていなかったわけでございますが、御存じのとおり、農林

水産物の残渣をその場で焼却するということは、いわゆる野焼きの対象外だということで取

り扱われております。 

 先ほども申しましたけど、今月の４日、５日と熊本方面を回りまして、自分の用事で行っ

たわけでございますが、麦わらを焼く煙で一般県道で１カ所立ち往生しましたし、高速道路

でも、これは福岡県側に入ってからでございますが、徐行もしました。 

 そういうことで、麦わらを焼かないようにという指導が当地区のＪＡさんあたりでもあっ

ているかと伺っているわけでございますが、先日の日本農業新聞では、有機質の補給という

ことで水田への埋め込みについてのロータリー、またはディスクハローの機種の紹介等が出

ておったわけでございますが、ただ単に麦わらを処理するだけならそれでいいかもわかりま

せんけど、未熟な有機質を土中に埋設する、埋め込むということでは、畑状態でもございま
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すが、特に水田状態の場合はメタンガスの発生を引き起こします。 

 御承知のとおり、メタンガスというものは窒素酸化ガスの20倍の温暖化効果を持つ物質で

ございます。これには水田作をやるところに埋め込んでしまうと。埋め込んでしまうという

のは非常に現在の環境問題からすれば逆行することじゃなかろうかと。それではどうすれば

いいかと。焼くな、埋め込むなでは農家はどうしようもない。麦収穫後の田植えまでの短い

期間にあれを持ち出してということ、現状では非常に大変だと。畜産敷料、あるいは畑の敷

き草としての有効活用の方法は十分あるわけでございますが、これは何とか解決せにゃなら

んだろうと。それをせんことには、水田裏作としての麦作はできなくなるということで、こ

の問題も実は質問する予定でここまで申し上げておりますけど、同僚織田氏も麦作等施策と

して質問を通告されておりますので、答えはそちらの方にお願いして、今回の私の質問はこ

れで終わりたいと思いますが、前回のとき適切な答弁が少な過ぎたということで、ある市民

さんから「おまえがきちんと言わんからそうなるんだ。通告から議会まで短いんじゃない

か」という指摘も受けましたので、あえて次回、９月議会には、私が元気で物が言える状態

であれば、ポジティブリスト、あるいは農薬ドリフト問題について真剣にお聞きしたいと思

いますので、その節は的確な答弁を今から準備しておいてください。お願いします。 

 終わります。 

○議長（山口 要君） 

 一般質問の議事の途中ですけど、ここで10分間休憩いたします。 

午後２時11分 休憩 

午後２時21分 再開 

○議長（山口 要君） 

 休憩前に引き続いて一般質問の議事を続けます。 

 18番西村信夫議員の発言を許します。 

○18番（西村信夫君） 

 通告の順序に従いまして、一般質問をいたします。 

 今回の定例議会では３項目質問を提出しております。まず、高齢者の高額医療費償還制度

について、それから二つ目には、介護保険制度について、三つ目には、防災行政無線個別受

信機の整備促進について、以上、順次質問をしていきます。 

 まず第１項目めの高齢者の高額医療費償還制度についてお尋ねをしたいと思います。 
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 この制度は、2002年、14年の10月より高齢者高額医療費の払い戻し償還制度が導入をされ

ました。70歳以上の高齢者が医療機関の窓口で一たん医療費の１割、一定所得者以上は２割

を支払った場合、１カ月に医療費の合計額が限度額を超えた分は市町村に申請して払い戻し

を受ける仕組みであります。自己負担の限度額はそれぞれ異なりますけれども、３段階に分

けられておりますが、段階別に申し上げたいと思います。 

 まず、第１段階は、低所得者住民税非課税世帯の該当者は、月８千円、入院の場合は

24,600円となっております。また、この低所得者においても、入院の場合はさらに15千円と

いうふうな区分になっております。それから、一般の高齢者は月12千円、入院の場合は

40,200円、それから、一定以上の所得があられる方は、月に40,200円、入院をされた場合は

72,300円の自己負担限度額となっております。しかし、多くの高齢者はこの制度の存在を知

らない、制度の仕組みがわからない、それから自分自身が高齢者医療費の受給該当者になっ

ているかどうか気がつかない高齢者もいらっしゃいます。また、制度はわかっていても、高

齢のため、申請手続が負担となり、手続できない高齢者も多く、お年寄りの高額医療費の払

い戻しが大幅に現在おくれて、各地で問題になっております。そこで、嬉野市の高額医療費

の支給申請が現在どのような状況にあるのか、制度の実態を以下３点、具体的に質問してい

きたいと思います。 

 まず一つ、嬉野市の高額医療費償還申請、支給に関する実態、これは2002年から制度が始

まっておりますので、2002年の10月以降の調査結果を明確にしていただきたいと思います。

これは合併についてはことしの１月からありましたけれども、これは旧嬉野町、旧塩田町の

それぞれの数字を明確にしていただきたいと思います。 

 二つ目、まだ申請手続をされていない未申請者の対応と高額医療費の払い戻しについてど

うすべきか、具体的政策をいただきたいと思います。 

 ３番目に、制度改正の仕組み、償還手続を市民に周知徹底して全額払い戻す手だてを尽く

すのが地方自治体の責務であると考えております。市長の見解をお尋ねしたいと思います。 

 次に、介護保険制度についてお尋ねをします。 

 介護保険制度は、2000年４月から始まりまして、ことしで６年目になります。昨年10月か

ら制度改正の前倒しとして、施設入居者の食費と居住費の全額自己負担になり、そのほかに

ついては、ことしの４月から改正になりました。改正の主なものは、介護予防を重視した新

たな仕組みで、サービス体制の見直し、保険料の大幅引き上げなどであります。杵藤地区管
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内でも、第３期事業計画の中で見直しが行われまして、65歳以上の１号被保険者の保険料基

準額が年額61,476円、月額5,123円、41％アップ、県内で一番高い保険料になっております。

今回の改正は、特に年金生活のお年寄りにはかなりの負担増であり、低収入の高齢者の生活

費をさらに削り落とす結果になっております。今後もさらに保険料が増額すれば、市民の理

解は果たして得られるだろうか、介護保険制度自体を揺るがす心配さえ出てくるようです。

今後保険料の引き上げは、もうこれ以上限界であり、新介護予防で少しでも介護サービスを

受ける必要のない人がふえるように、実効性のあるサービス事業の展開を行うべきと考えて

おります。よって、４項目具体的に質問していきます。 

 まず、今回の制度改正に伴いまして、介護予防や地域密着型サービスに新たな制度が加わ

っている制度の概要と直面する行政の課題を具体的にお尋ねしたいと思います。 

 それから、新制度で市町村窓口に地域包括センターの設置が義務づけられましたが、整備

状況はどうなのか、お尋ねしたいと思います。午前中、梶原同僚議員の方からも質問があり

ましたけれども、改めて私も質問させていただきます。 

 ３番目に、杵藤地区の保険料基準額、年額61,476円、月額5,123円は41％アップで、県下

で１位であるということは先ほど申し上げておりますが、３年後の保険料は一体どうなるの

か、その点を含めてお尋ねしたいと思います。 

 ４番目に、杵藤地区管内及び嬉野市の介護保険料の滞納者数と滞納額を示していただきた

いと思います。あわせて、滞納開始の対策をお尋ねしたいと思います。これは１号被保険者、

２号保険者、それぞれ示していただきたいと思います。 

 それから、最後３項目めですが、防災行政無線個別受信機の整備促進に向けてお尋ねした

いと思います。 

 防災行政無線は、市町村役場から住民に対して直接同時に防災情報や行政情報を伝えるシ

ステムであり、屋外拡声器は集落の中心や避難場所に設置されていて、屋外にいる住民に向

けて拡声スピーカーから防災情報が流されております。また、携帯ラジオ型の個別受信機は、

各家庭や集会所など、屋内に設置をされており、拡声器を補完する役割を担っております。

塩田地区は現在、個別受信機は町内全戸に完備され、地域住民への行政情報伝達、また、非

常災害時における通信手段の確保のため、欠かすことのできない受信機であります。 

 ここで２点、具体的に質問をします。 

 まず一つ、市内全域の防災行政無線個別受信機活用状況はどうなっておるのか、その点 
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お答えをしていただきたいと思います。 

 それから、２項目め、未整備地区、特に嬉野地区については900戸ぐらいじゃないかと記

憶しておりますけれども、個別受信機、塩田とあわせて同じ市でありますので、安心、安全

なまちづくりのため、早急に設置すべきと思いますけれども、市長のお考えをお尋ねしたい

と思います。 

 これで壇上から終わります。 

○議長（山口 要君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 議席番号18番、西村信夫議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 お尋ねにつきましては、大きく３点でございまして、１点目が高齢者の高額医療費償還制

度について、２点目が介護保険制度について、３点目が防災行政無線個別受信機の整備促進

についてということでございます。 

 細かい数字もお尋ねでございますので、不足した点はまた担当部長からも補足して数字的

には御説明申し上げたいと思います。 

 まず、１点目の高齢者の高額医療費償還制度についてということでございます。 

 高齢者の高額医療償還制度につきましては、医療費の改定などに伴い、高齢者の老人保健

法の制度の中で取り入れられております。１割、ある場合は２割の自己負担を負担していた

だくことになっております。負担の中で余りにも高額になる場合につきましては、自己負担

限度額を設けて低減措置がとられております。申請主義でございますので、市役所の窓口な

どで所定の手続をしていただきますと、償還されることになっております。 

 議員の御発言の趣旨につきましては、この制度が円滑に運営され、制度の趣旨が生かされ

ているかとのことだと思います。制度発足につきましての未申請者につきましては、旧嬉野

町が55人、旧塩田町が390人、嬉野市になりましてからは132人となっております。未払いの

金額につきましては、嬉野町が533,649円、塩田町が4,541,757円、嬉野市になりましてから

は1,622,021円になっておるところでございます。 

 今後の対策についてでございますが、未申請者の皆様につきましては、御案内はいたして

おりますけれども、旧塩田町につきましては十分徹底されていなかったものと思います。 

 この制度につきましては、一度申請をしていただきますと、登録された口座に自動的に 
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振り込まれますので、手続をお願いしてまいりたいと思います。今後広報に加えて、直接に

連絡をとり、手続を進めてまいりたいと思います。 

 また、今後の対策といたしましては、不十分でございました以前の塩田町の皆様への再度

連絡をとらせていただき、さかのぼって償還できる分につきましては、個人通知を行って対

処いたしたいと思います。 

 また、全般的には制度の中身等につきましては、今後のこともありますので、回覧板や市

報でお知らせをしてまいりたいと思っております。 

 次に、２点目の介護保険制度についてのお答えでございます。 

 発足５年を経過いたしまして、介護保険が変更になったところでございます。今回の変更

につきましては、要介護になられる前に介護予防サービスを継続的に実施して、介護状態に

なられる以前から努力することになったところでございます。また、地域での生活機能維持

のために各種の施策が講じられることになりました。中でも行政と住民の連携と責任分担を

それぞれが自覚して、要介護状態になる前に予防サービスの対象として対応することが求め

られているところでございます。 

 地域密着サービスにつきましては、市町村が権限を持ち、予防サービスを実施することに

より、要支援、要介護状態になることを防ぐ努力が必要となります。いずれにいたしまして

も、御本人と家庭、行政、また介護の専門家が連携をとり合い努力することが今回の介護保

険の制度変更のねらいとするところと理解をしているところでございます。 

 次に、地域包括支援センターにつきましては、本市の嬉野総合支所に設置をしているとこ

ろでございます。４月１日から保健師１名、社会福祉士１名、ケアマネジャー１名で業務を

行っております。 

 次に、介護保険料につきましては、今回の改定により５千円を超えて、県内では高くなっ

たところでございます。原因といたしましては、予想以上の高齢社会の進展と施設介護の増

加などがございます。今後は先ほど申し上げましたように、予防介護に努力をいたしまして、

介護状態が進まないように努力しなければならないと思っております。 

 次に、お尋ねの第３期の介護保険料等についてのお尋ねでございますが、介護保険センタ

ー等に問い合わせをいたしましたところ、第３期事業計画の期間中の推移に基づいて算定す

ることになりますので、現在は予想はできないということでございます。 

 次に、滞納の状態についてでございますが、杵藤地区全体では760件、19,000千円でござ
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いまして、収納率は92.37％となっております。嬉野市に関することでは170件で、約4,000

千円とのことでございます。対応といたしましては、介護保険事務所で特別徴収班をつくり、

滞納回収に努めていただいておるところでございます。また、特別徴収期間の期間を設定し

て、介護事務所職員全員での徴収努力も行っております。加えて、通常でも毎日徴収事務が

行われており、夜間徴収等も組み合わせておるところでございます。市といたしましても、

広報の配布の協力などをいたしまして、できる限り滞納等がないように連携してまいりたい

と思っているところでございます。 

 次に、３点目の防災無線の個別受信機についてでございます。 

 現在、合併以前の状態をそのまま引き継いで使用をしているところでございます。御意見

のように、嬉野地区は約950台が配置されております。各地区の行政嘱託員さん、消防団幹

部、公共施設などに配置をしているところでございます。相当年数もたっておりまして、25

年ぐらい前のものもあり、雑音などが入り込み、苦労をいたしているところでございます。

また、新規の受信機等もなく、修理をしながら使用をいたしております。 

 旧塩田町地区では、3,000台が配置してあり、ほぼ全家庭への配置となっております。10

年前の配置でございますので、受信にふぐあいが出たものもあると報告を受けておるところ

でございます。 

 また、嬉野町、塩田町とも幾らかの屋外放送施設もある状況になっております。 

 活用状況につきましては、緊急時はもちろんでございますが、行政案内を行っておりまし

て、使用頻度に違いはありますけれども、適切な利用が行われていると理解しております。 

 今後の対応についてでございますけれども、まず嬉野地区からデジタル化に取り組むのが

効果的と思いますので、議員御提案と合致すると考えております。既に県の補助制度等も研

究を始めておるところでございますので、そのような形で防災行政無線の充実化に向けて努

力をしてまいりたいと思います。 

 以上で西村信夫議員のお尋ねについて、お答えとさせていただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 まずは最初から質問いたしました高齢者の高額医療費の償還制度について再質問させてい

ただきたいと思います。 
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 この制度は、高齢者の健康の増進と福祉の向上を図る医療費の一部を補助する制度である

ことで、この制度についてはいろいろ複雑な状況になっておるということで、さまざまな問

題を抱えておるという状況であります。先ほど14年10月以降の嬉野市の高齢者医療費償還実

態を明らかにしていただきましたけれども、まだまだ私としては不十分というふうなことで

ありますので、改めて質問させていただきたいと思います。 

 質問の答弁においては、嬉野地区ではまだ未申請者は55名、塩田地区は390名、嬉野市で

は132名、合わせて557名がまだ申請をされてない。先ほどの市長の答弁においては、金額に

ついては6,697千円、膨大な未払い金です。これは私たち市民としては大問題であると私は

受けとめております。 

 そういうことで、今回の未払い金、この6,697千円、これをどうしていくべきかというこ

とです。まず、資料等々含めて再質問していきますが、償還の該当者は全体で何人いらっし

ゃったのか。そして、嬉野、塩田地区、それぞれ償還率は何％であるのか。嬉野地区の未払

い額は533千円、塩田地区においては4,540千円という多額なんです。今回、嬉野市になって

半年を過ぎますけれども、1,620千円のまだ未払い、未申請者というようなことになってお

りますので、まず先ほど申し上げた３点、償還の該当者、嬉野、塩田地区、償還率をまずお

尋ねしたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（中山逸男君） 

 それでは、償還率についてお答えをいたします。 

 まず、旧塩田町ですけれども、対象者が1,359人、支払い済みが969人で、償還したパーセ

ントが71.3％。未払いの方は、先ほど答弁があったように390人で、未払いのパーセントが

28.7％。嬉野町につきましては、対象者が1,882名、支払い済みが1,827人で償還率が97.1％、

未払いが先ほどお答えがあった55人で2.9％。嬉野市になりましてからは773人が対象人数で、

支払い済みが641人、82.9％、未払いが132名で17.1％ですね、それぞれ合計をいたしまして、

対象者が4,014人です。それから、支払い済みが3,437人で85.6％、それから、未払いは、先

ほど議員が557名と言われましたけれども、577人で14.4％でございます。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 
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 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 先ほど具体的に示してもらいましたけれども、私も質問不足でありましたが、１人当たり

の最高額、償還額は幾らになっておるのか。平均して、１人当たり、先ほど私は557で計算

して12千円程度というふうなことのようですけれども、１人当たりの最高償還額は何万円ぐ

らいだったのか、お尋ねします。 

○議長（山口 要君） 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（中山逸男君） 

 お答えをいたします。 

 支払い済みの最高と最低はちょっと資料を持ち合わせておりません。未払いの方で最高が、

旧塩田町が67,993円、平均で4,863円、嬉野町では27,919円で、平均が5,181円ということで

ございます。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 先ほどは67,993円という高額な人もいらっしゃいます。そして嬉野においては27,919円で

すか、この額も高齢者にとっては多額なんですよ。これをまだまだ未払いという現実の中で、

どういう取り扱いをしてきたのか、まず嬉野の方からお尋ねしたいと思います。それから、

塩田の方、助役の方にお尋ねしたいと思います。まず嬉野から、部長にお願いします。 

○議長（山口 要君） 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（中山逸男君） 

 そしたら、嬉野町の方の処理についてお答えをいたします。 

 55人が残っているということで申し上げたところでございます。もちろん、何回となく、

３カ月から４カ月ごとに封書で通知をいたしておりました。それでも申請がない場合は、も

ちろん電話もしますし、家に出向いたりして申請をお願いしておったところでございます。

残っているものについては、再三そういうようなことで電話、あるいは足を運んでも、最初
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申請するときには口座番号が必要ですけれども、その口座番号の連絡がない、あるいは金額

が少額、１円とか２円とか、10円、100円の額があるわけですけれども、そういうふうな金

額が少額というようなことで、最高27,919円もありはしましたけれども、そういうふうな理

由で残っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 助役。 

○助役（古賀一也君） 

 高額医療の償還制度について、塩田町の分を御説明いたします。 

 塩田町の分について390人分が残っておると。4,540千円程度が残っておるというようなこ

とでございます。この分につきましては、いわゆる今まで担当者の方に確認をいたしました。

実は前年度合併をする前に、去年の多分今ごろだったかと思いますが、相当のそういった償

還の手続が済んでいないということをお聞きしまして、係を越えた人数を投入いたしまして、

12月までにさばかすようにということで指示をいたしました。そして大体済んだところでご

ざいます。そのうちにはその該当者につきまして通知を差し上げて、いわゆる申請をなされ

た方がほとんど大分いらっしゃったわけでございますが、通知をして申請がなされなかった

部分について、このように残っておるというふうに担当者から報告を受けました。私はもっ

とこの分についてはさばけておるというふうに思っておったわけですが、ちょっとこの数字

を聞いてびっくりしたような次第でございます。 

 その後の対応といたしまして、一応通知をその後、事務がふくそうしてなかなか再度の通

知を出すことができなかったということでございまして、大変この分につきましては町民の

方に御迷惑をかけておるというふうに思っております。 

 そのようなことで、今後先ほどさかのぼって償還できるものについては、改めてまた個人

通知を行いまして、早急にその分の償還手続をとりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 嬉野は、それぞれの持ち前の業務量を的確に遂行されてこういう数字と思いますけれども、
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塩田においては、若干徹底されてなかったというふうなことで、市長の答弁では認めておら

れるわけです。そういう中で、先ほどの助役の答弁の中では、大体12月までに済んでいたと

いうような答弁を受けましたけれども、現在4,500千円、済んでいないでしょう。済んでい

ないです、これは。今後どういう対策を打つのか、具体的にお尋ねしたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 先ほど議員御発言の数字でございまして、その中で私、お答えをしたわけでございますが、

再度、やはりまずは連絡をさせていただくということですね。そして、手続が済んでないと

いうことを該当の方に理解していただかなければならないと思っております。先ほど担当部

長お答え申し上げましたように、もう少額過ぎて、もうしないという方もいらっしゃるかわ

かりませんけれども、制度としてあるわけでございますので、残りの部分についても再度連

絡をするということから始めたいと思っております。どうしても連絡等がつかない場合につ

きましては、電話等でも確認をさせていただいて、該当となられる方が今どのようにお考え

なのか、そこら辺について確認をして、そして対応すべきだと思っておりますので、そうい

う指示をしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 市長の最終的答弁をしていただきましたけれども、当初、合併を昨年いろいろ協議会の中

でも、市長は合併協議会の会長として、さまざまな問題を抱えながら、今回合併したわけで

すので、この問題についての所在的責任はないとは限らないわけですね。そこのあたり含め

て謙虚に受けとめていただきたいと私は思っております。 

 それから、申請をこれからされるわけですけれども、2002年の10月以降、３年８カ月たつ

わけです。これが時効申請主義であって、２年で時効というようなことでお伺いしておりま

すけれども、この問題の取り扱いについて、2002年10月以降、その人たちも対象として通知

していくのか、その点、担当部長お願いします。 
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○議長（山口 要君） 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（中山逸男君） 

 お答えをいたします。 

 この時効については、老人保健法にもうたってあるわけですけれども、その後、平成16年

の６月に厚生労働省の方から時効の中断についての解釈が示されまして、延期することがで

きるということが明らかになっております。その解釈というのは、高額医療の対象者に対す

る通知が届いてから２年ということが示されたところでございます。そういうことで、事務

処理が不十分なところもございましたけれども、上級機関とも相談をしながら、法令に従っ

て処理を行って検討していきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 法令に従って、時効の件については検討していきたいと言われましたけれども、２年で時

効というようなことで、最初、厚生労働省ですかね、言われておったけれども、これが延期

というふうなことで、若干猶予が与えられたということですが、３年８カ月の間、塩田含め

て嬉野もですが、申請をされていないということについては、通知をしてないというところ

があるかどうか、その点を含めてお尋ねしたいと思います。通知をして、そしてまたその方

たちが受けたけれども、転出をしておったり、あるいは病院に長期入院をしておったり、 

あるいは独居老人で施設に入った人とか、あるいは亡くなった人とか、そういう取り扱いに

ついてどうされるのかお尋ねします。 

○議長（山口 要君） 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（中山逸男君） 

 お答えをいたします。 

 通知分については、これはみんな、議員冒頭、壇上でも高額医療費の制度のことで説明を

されたわけでございますけれども、そういうふうな国保連合会に医療費システムというもの

がございまして、こちらの方でみんな医療費を打ち出して、高額医療費に該当する方のリス
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トができるわけでございます。そのリストですべての方に対してはがきまで打ち出すように

なっております。それが17年の初めごろまではそういうことですべてリストと一緒にはがき

も来ていたようでございます。それではがきを発送しております。そこら辺、また再度、未

請求者のリストを打ち出しまして、通知の可否についてちょっとまた調べさせていただきた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 本質的な答弁はいただけなかったと思いますけれども、私は受けとめておりますが、市長、

最高責任者としてお尋ねしたいと思いますが、この３年８カ月の間、この関係についての償

還について、対象者をすべて認めていくかどうか、その点、最高執行責任者として答弁をお

願いします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 この件につきましては、最初の手続等につきましては問題なかったと思っております。し

かしながら、中間での御案内と申しますか、まだ償還ができておりませんというような御案

内があったかどうかということだろうと思っております。嬉野地区ではずっとやってきたわ

けでございますが、塩田地区でもお知らせをしたということでございますが、その後の対応

については、はっきりつかめておらないわけでございますので、その点の確認が必要ではな

いかなと思っております。できるだけ、しかし、この償還については努力をしていきたいと

思いますが、先ほど部長お答え申し上げましたように、これはやはり法の定めがあるわけで

ございますので、これはもちろん申請主義でございます。そういうことでございますので、

その範疇で、私としては法を超えてはできないわけでございますので、できるだけ努力をい

たしますけれども、これは国あたりも相談しまして、できることで対処をしていくというこ

とで考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 塩田においては、通知のしっ放しというふうなことで私は受けとめて、こういう結果とな

ったと思いますけれども、これは市長が先ほど責任持って答弁をいただきましたけれども、

この件については、厚生労働省の、これはホームページからもらったんですが、高齢者の高

額医療費を償還できる期間、２年を延長する方針を固めたということできちっと打ち出され

ております。そういうことで、３年８カ月の間の通知をしたけれども、向こうに高齢者の償

還、払い戻しを受ける対象者に連絡がいかなかったと、複雑な問題がありますので、そこの

あたりは高齢者のやさしいまちづくりという観点から、しっかりした施策を打ち出して対処

していくべきだと私は思っております。 

 そういうことで、もう１点ちょっと塩田の方ばかり、古賀助役に対しては厳しいかもわか

りませんけれども、平成16年の決算書の中で、高額医療費の償還について、医療費支給費と

いうことで18,000千円というようなことで計上されておりますけれども、どこに償還の金額

が明記されておるかと、なかなかわかりづらかった。財政課とか、あるいは担当課とか聞い

たけれども、さまざまな意見を受けておりますけれども、今議会ではっきり明記をしていた

だきたい、私は思っております。 

 歳出の件で、老保の特別会計の中で医療費の支給額18,000千円というようなことで当初16

年の予算で計上されておりまして、支出済み額は10,610千円が済んでおります。ここにあわ

せて償還が幾らなったのか、そこのあたりを私は知りたいわけですけど、その点をはっきり

示していただければと思っております。 

○議長（山口 要君） 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（中山逸男君） 

 お答えをいたします。 

 医療諸費の中に医療給付費と医療費支給費とあるわけでございます。この塩田町の16年度

の支出済み額が10,618,905円ということで計上されております。この中には、こちらは現金

給付になるわけですけれども、補装具とか柔道整復とか、そういうふうな支払いもこの中に

含まれております。そういうことで、このうちの高額医療費の支給額が5,598,127円となっ
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ております。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 これが15年度の（「16年度」と呼ぶ者あり）16年度の償還ですね。わかりました。 

 この嬉野の決算書には、ぴしっと償還の名目が書いてあるわけですよね。塩田は全然書い

てなかったわけですから、どこに計上されておるかわからないわけですので、今後嬉野の予

算書みたいにはっきり示していただければ、私たちもわかりやすいと感じております。 

 この件、最後ですが、この6,690千円ですかね、この膨大な金額の中で、塩田町は4,510千

円、この件について監査委員からの指摘はあったかどうか、その点お尋ねします。 

○議長（山口 要君） 

 市民生活部長。 

○市民生活部長（中山逸男君） 

 塩田町の監査委員、済みません、そこまでちょっと前任者には聞いておりませんでした。 

○議長（山口 要君） 

 暫時休憩します。 

午後３時４分 休憩 

午後３時４分 再開 

○議長（山口 要君） 

 再開いたします。 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 認定しているというようなことでありますので、この件については避けて通っていきたい

と思っております。 

 そういうことで、この高齢者医療費の関係については、しっかり、早い時期に未払いの対

象者、全然わからないお年寄りの方々にもしっかり徹底した通知、説明責任を果たしていた

だきたいと願って、この問題については終わっていきたいと思います。 

 それから、次に、介護保険制度についてお尋ねをしたいと思いますが、介護保険制度は 
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４月に改定をされて、その前倒しとして医療費、老人ホームの託老所とか養護老人ホームと

かいらっしゃる人たちのお部屋代、あるいは食糧費が自己負担になったわけですので、今回

新たに介護保険の中核機関として地域包括センターが設置をされました。この制度に当たっ

ては、午前中の議論の中でもお話を伺っておりますけれども、包括センターというのは、一

体どういうふうな役割を果たすのかということにおいては、要支援の１、要支援の２、これ

を責任持って市の窓口で取り扱わにゃいかんというのが大きな改革、制度のかわりと私は思

っております。現在までは、介護保険については６段階、要支援の１から要介護５まであっ

たわけです。これが要支援１、２となって、要支援の５まであるわけだから、要支援の１、

２について、新予防給付ということで行政が責任持ってやらなきゃいけないというのが今度

の大きな変わり目、それをどういうふうな事業をやるかということについては、介護にかか

らないような機能回復訓練とか、航空機の工場とか、あるいは営業改善対策とか、そういっ

た分をやっていく必要があるということで制度的には決定をなさっておりますけれども、こ

の窓口において整備ができているのかどうか、その点担当部長お願いします。 

○議長（山口 要君） 

 福祉部長。 

○福祉部長（田代 勇君） 

 お答えします。 

 地域包括支援センターにつきましては、今年の４月１日より嬉野総合支所におきまして、

先ほど市長の方から答弁ありましたように、３人の専門スタッフで設置をして、現在運営を

しております。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 現在、運営しているというようなことは私は聞いておりませんけれども、整備状況はどう

なのかということでありますので、要員の配置とかについては、先ほど３名ですね、保健師、

そしてまた、社会福祉士、そしてまた、主任の介護ケアマネジャー、ケアプランをつくる人

ですけれども、これは配置をしておるというようなことで、今度が大幅に制度が変わると同

時に、認定作業が市の窓口で行うというのが制度が変わっております。今までは近くにおれ

ば済昭園とか、あるいは嬉野やったら、特別養護老人ホーム、そしてまた、塩田においては
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社協ですね、この方が認定作業を行っておったけれども、制度が変わって市が責任持って要

支援１、２についてはケアプランをつくっていかにゃいかんというのが大きな変わり目と思

います。現在、済昭園においては、１人のケアマネジャーの方が月に50人ぐらいケアプラン

をつくっておったけれども、今度制度が変わって１人８名までしかできないというふうな状

況であります。この制度の状況においては、10月までが準備期間と言われておりますけれど

も、その要員確保について、業務量が多かった分、恐らく市の窓口でケアプランを作成せに

ゃいかんという状況の中で、佐賀市においても、この間新聞でも大幅に専門家、そしてまた、

介護福祉士、社会福祉士、こういう人たちを増員するというふうな状況になっておりますけ

れども、充実した介護保険の取り組みについて、今の現状でできるかどうか、その点担当部

長、お尋ねします。 

○議長（山口 要君） 

 福祉部長。 

○福祉部長（田代 勇君） 

 お答えします。 

 現在、地域包括支援センターの方で要支援、あるいは要支援の１、２の対応につきまして

３名でいたしておりますが、10月１日までにこの対象者の方が具体的には要支援１、２で今

認定申請を出されている方が94名の方がいらっしゃいます。94名につきましては、これ７月

から認定に入りまして、９月までにその準備を終えて認定をする必要があるわけですけど、

これにかかるケアプランを作成する人員が先ほど議員の方から御指摘ございましたけど、各

市において非常に不足しているんじゃないかということでございます。現在、嬉野市におき

ましては、ケアマネジャーの数からいきますと、地域包括支援センター以外で民間の在宅介

護支援センターの方に17名の方のケアマネジャーがいらっしゃいます。この方が１人で８件

のケアマネジメントのプランをつくるということになりますと、136件の一応計画はつくる

ということが可能でございます。現在、新たな要支援１、２の認定申請が出ているのが94名

でございます。若干ふえてくるかと思います。ただ、それにしましても、一応９月までの対

応は何とかできると。ただ、このほかに、現在まで既に認定をされております方が要支援と

して１、２の区分がない方が172名いらっしゃいます。これ合わせますと、260名程度の実は

介護プランが来年の３月までには必要になってくるわけです。その後の10月１日以降の対応

が非常に厳しいかなということで、136の260ですから、約140件ぐらいは３人の地域包括支
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援センターだけの職員で対応できるのかなと、そこら辺には若干問題ございますけど、一応

現在、鋭意努力をしまして、できるだけ現体制の中で、あるいは同じ市役所の中にもそうい

った保健師とかの方がいらっしゃいますので、そういった方々の地域包括のスタッフに加え

ていただくということも考え、あるいは専任のそういった社会福祉士等の増員等も今後考え

ていく必要があるかとは思いますけど、一応現段階では現体制のままやっていきたいという

ふうに考えております。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 現在は９月までぐらいは何とか乗り切るだろうというようなことで言われておりますが、

17名の居宅支援センターにケアマネジャープランをつくる人がいらっしゃるということで、

１人８件ということで136件までできる。その以降についてはすべてこちらの市の方で対応

せにゃいかんという中で、これから近い将来的に高齢化がどんどん進んでいく中で、早急に

やっぱり先進地においては、佐賀市はもうこういうふうな手を打っているわけだから、必要

あれば早く手を打って要支援２の事業にやはり充実していくべきだと私は思っております。

そういうことで、担当部長は９月までぐらいはと言われたけれども、市長、どのように思わ

れますか。そのいかんを聞いて、どういう対策を打つかお尋ねしたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 現在、それぞれの部、課、いろいろヒアリング等も行いながら、適正配置ということで努

力をしておるところでございます。しかし、今議員お尋ねのような専門部署ということにつ

きますと、なかなか配置が難しいというふうな状況でございます。しかしながら、財政的な

限度もございますので、いわゆるチーム制、グループ制というのを導入しておりますので、

やはり経験者等も導入しまして、何とか対応していきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 
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○18番（西村信夫君） 

 この専門職と言えば、すぐ右から左におるというふうな状況じゃないわけですよね。社会

福祉士という国家試験をとるのはなかなか難しいと言われており、採用しますよ、はい、す

ぐ来ますという状況にはあり得ないだろうと思う。今、そういう資格を持った人たちは、既

に居宅支援センター、済昭園とか、あるいは嬉野の特別養護老人ホームとか、あるいは鹿島

のゆうあいとか、そういうところで既に現段階、現場で活躍されておられます。そういう方

たちのことを思えば、早く手を打ちながら、この包括支援センターの充実に向けて本市はあ

るべきじゃないかと私は考えております。 

 そういうことで、制度的には大幅に変わったんですけれども、それに対応できるまちづく

りをやっていくべきじゃないかと私は思っております。そういうことで、介護保険の包括セ

ンターについてはこれで終わっていきたいと思います。 

 それから、次に、介護保険でありますけれども、保険料が佐賀県下で１位ということで私

は先ほど申し上げましたが、これから先どうなるかということでは、先ほど答弁では、わか

りませんというようなことで、３年先の介護保険料が、計画事業段階に組み入れられなかっ

たかどうか、その点、担当部長、いかがでしょうか。 

○議長（山口 要君） 

 福祉部長。 

○福祉部長（田代 勇君） 

 お答えいたします。 

 これにつきまして、今回の改正の保険料の算定のもととなる数字は、15年から18年までの

伸びを換算されて計算され、それから高齢化率、あるいはその認定率等を換算をされて今後

の伸びを計算されているかと思います。要支援、要介護の認定の数の推計値は出てくるかも

わかりませんけど、今後地域密着型のサービス、あるいはそういったふうに今後かなり介護

保険の事業費自体が変わってくるということで、事業料の推計がなかなか困難ということで、

介護事業所の方でも３年後の保険料について、今ちょっとなかなか結果でしか決まっていか

ないんじゃないかというふうなことで御返答いただいております。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 
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 ３期目の事業計画書は、担当部長、介護保険事業所から配付はあっておりますか。私は何

回となく介護保険事業所に行きながら、事業計画書を見させていただくということで行きま

したけれども、まだまだできてないという状況の中で今日に至っているわけです。そういう

ことで、この介護保険料というものについては、全国では4,090円という平均が出ておるよ

うですけれども、杵藤地区介護保険事業所においては5,123円、佐賀県一と言われておりま

して、これ以上介護保険料が引き上げになれば、お年寄りの方は、さらに生活を削られるわ

けですから、その介護保険料の引き上げについて、いろいろ議論していくべきと私は思って

おります。一番最初は、介護保険料は平成12年から介護保険料が立ち上がって、半年間は介

護保険料は徴収されておりません。その後１年間、介護保険料は半額徴収ということで、実

質的には14年度から介護保険料の徴収は行っております。当初は2,973円やったわけです、

杵藤地区保健所ではですね。15年度が3,634円、18年度が5,123円、14年から15年は22％アッ

プ、そして15年から16年は41％アップ、もうお年寄りにとっても介護保険料は引き上げは限

界というふうに私は示しております。 

 そういうことで、よその市町村においては、介護保険事業所においては、佐賀中部広域連

合が4,292円、15％のアップなんですよ。鳥栖地区広域市町村組合が44.2％、4,356円、それ

から唐津市役所、唐津介護保険が4,802円、10.2％、それから、有田、伊万里、玄海とあり

ますけど、一番高いわけですけれども、介護保険料の引き上げについては、やはり慎重に議

論を深めながら、これ以上上がらんでいいごと、やはり介護予防、要支援１、２についての

充実した制度に向けて取り組んでいくべきだと、再度確認をさせていただきたいと思います

が、担当部長お願いします。 

○議長（山口 要君） 

 福祉部長。 

○福祉部長（田代 勇君） 

 今回の介護保険の改正の要点が介護度の進捗、あるいは要支援に陥らないような形での予

防給付に力を入れるということでございますので、そういった方向で現在の要支援、あるい

は要介護の増加の数値をできるだけ低下をさせるという方法で努力をしていきたいというふ

うに考えます。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 
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○18番（西村信夫君） 

 そこのあたりはしっかりよその先進地を参考にしながら、おくれがないような介護保険の

充実したまちづくりをしていただきたいと私は思っております。これからどんどん上がれば、

やっぱりお年寄りの負担、そしてまた、１号被保険者、それぞれ高齢化が進む、私たちも含

めてですけれども、金の切れ目が介護の切れ目と言われないようにしっかりやっていくべき

だと私は思っております。 

 次に、最後に、防災無線についてお尋ねしたいと思いますが、防災無線については、前向

きな回答をいただいた模様でございます。嬉野においては、約900軒ぐらいですか、個別受

信機があると。塩田については、すべて全戸配備されておると。塩田においてはどういうこ

とかといえば、旧態依然のかかわりの中で、非常に塩田町においては災害が多い町というふ

うなことで、宮﨑元町長あたりの時期だったと思いますけれども、そのときにすべて完備さ

れて、今充実した情報提供行政のいろんな計画、あるいは実施、それからいろんなことが行

われております。そういうことで、塩田は充実したけど、嬉野においては900軒しかついて

ない、13％ぐらいだったと私は思っておりましたけれども、今後、期間的にどういうふうな

段階の中で策定されていくのか、その点、市長の見解をお尋ねしたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 現状につきましては、議員御発言のとおりでございまして、また、この950台の中でも、

機種が非常に傷んでおるというのもございまして、非常に苦労しておるところでございます。

その点で、今時代の流れがデジタルということで流れておるところでございまして、アナロ

グでの配置は、当然できないというか、しても意味がないという時代でございます。そうい

うことでございますので、二、三年かけていろいろ計画をつくっていきたいというふうに思

っております。それによって、まず嬉野で配置をして予算的にどういうふうになるのか、そ

れを塩田町のも10年近くたっておりますので、いずれかえなくてはならないということで、

塩田地区まで伸ばしていったときに、トータルで幾らかかるのかというようなこととか、ま

た、いわゆる補助制度等を十分踏まえてやっていきたいと思っておりまして、ちょっとまだ

年限的にはっきり言えませんけれども、早速検討はいたしております。 
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 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 防災無線の個別受信機というのが検討されておると言われておりますけど、嬉野地区の方

においては、どういうものかというようなことで申し上げたいと思いますが、ちょうど携帯

ラジオですね、携帯ラジオの重箱ぐらいのとを屋内に設置して、そこで７時前に嬉野市の行

政のその日の大きなイベントとかいろんな事業とか、そういったものが市民に周知徹底がな

されております。そして現在は、どういうふうなことが言われておるかと言えば、嬉野市に

おいても非常に火災が多発をしておるという時期が以前あったわけです。現在も防災意識の

向上についてしっかり取り組んでいくと私は思っておりますけれども、火災予防の伝達予防

ですね、それから農作業の事故防止の啓蒙啓発が今行われております。それから、議会の開

催、会期日程を市民、嬉野地区の人にはすべて周知徹底がなされております。そういうこと

で、今回の個別受信機については、市民の安全、安心、これを観点に考えて、何はさておい

ても、これは早急に取り組むべきだと私は思っております。総務部長、いかがでしょう。 

○議長（山口 要君） 

 総務部長。 

○総務課長（中島庸二君） 

 お答え申し上げます。 

 先ほど市長が申し上げましたとおりでございますけど、できるだけ検討しながら、早急に

取り組みたいと思いますけれども、今の方式では、アナログ式とデジタル式の両方がござい

まして、その対応については、今後どうするかというのは非常に懸案ではないかと思います。 

 ただ、費用も今の個別の受信機を全家庭に与えれば、恐らく７億から８億ぐらいかかるん

じゃないかということで大体試算が出ております。それで、ただこの案につきましても、今

後検討しなくちゃいけないのは、今の補助制度というのが非常にこれだけの大災害が各地に

あっておりますけれども、その中で制度が少し疲労しているんじゃないかということで、今

後ここ一、二年の中に総務省としても防災の関係の疲労の事業の補助制度なり支援制度は、

ある程度充実されるんじゃないかという期待も持っております。それで、来年度からすぐ取

り組むということも大事なんですけれども、この制度をもう少し見きわめて取り組みを考え
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ていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 西村議員。 

○18番（西村信夫君） 

 制度の取り組みを考えて検討していくと言われましたけれども、検討というものは先ほど

太田議員の方から言われたように、検討は検討であって、官僚的な答弁であると私は思って

おります。だから、具体的な答弁をやはりしていただくということを願いまして、そしてま

たあわせて、防災無線の早急に整備されるということを切にお願い申し上げまして、私の質

問を終わります。 

○議長（山口 要君） 

 これで西村信夫議員の一般質問を終わります。 

 引き続いて一般質問の議事を続けます。 

 ８番川原等議員の発言を許します。 

○８番（川原 等君） 

 それでは、通告に従いまして、一般質問をいたします。 

 今回、四つの項目で質問いたします。まず１番目に、南下久間地区の通学路について、２

番目に、県道の万才塩吹の通学路について、３番目が公共施設の有効利用の、楠風館にあり

ますトレーニングルームの活用について、４番目に、美野地区にあります塩田川西部公園の

遊水池事業についてお伺いをいたします。 

 それでは、質問を始めます。 

 まず１番目に、国道498号線の南下久間地区は道幅も狭く、また、朝夕の通勤車両が多く、

中学生や高校生がいつ事故に巻き込まれてもおかしくない、非常に危険な道路であります。

私も歩いたり、自転車やバイクに乗って通ってみましたが、恐怖を感じました。そのような

状態でしたので、平成15年９月、通学路を田んぼの里道を利用してつくることができないか

町長に提案をいたしました。塩田町長もすぐに対応していただき、教育長と学校教育課の担

当者がすぐに動いてくれ、地権者の方々の協力が得られるところまで頑張っていただきまし

た。しかし、担当課が建設課へと移り、町道認定まではスムーズに運びましたが、平成17年

11月に完成させるとの話が、平成18年３月になり、合併後の３月議会では予算が削減されて
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しまいました。しかし、臨時議会で再度予算が復活という、住民を無視したような行政であ

りました。子供たちの通学路が安全であるのは当たり前のことであり、危険な通学路とわか

っていながら、なぜ整備が進まないのか、憤りを覚えるのは私だけではないと思います。中

学生、高校生の保護者の皆さんの思いは、一日も早くと要望をされております。市長が進め

ておられる対話集会でも意見が出ておりました。 

 私が今回お願いしたいのは、今までの進捗状況をまずお伺いいたします。また、工事着手

に至るまでには一つ一つの手順を消化していかなければいけないと思いますが、今どの地点

にまで進んでいるのか、さらに、今後完成までどのように進めていかれるのか、市長の考え

をお伺いいたします。 

 ２番目に、３月定例会でも話が出ておりました県道塩田嬉野線の万才から橋山入り口の区

間についてお伺いをいたします。 

 そのときの執行部の答弁は、県に対して要望はしているが、山と川に接しているため、工

法的に、また予算面でも非常に厳しい課題があるということでした。私は安全に通学させる

手段はないか、現に子供たちが通学をしていますので、どうしたら一番いいのかを考えてみ

ました。鹿島の浅浦から大木庭に抜ける三源寺トンネルが完成しておりますが、その以前に、

その山を越える道は狭いので、単管パイプで仮歩道を整備してありました。とりあえずでは

ありますが、子供たちの安全を考えた場合は、一つの方法ではないかと考えております。 

 それともう一つは、遠回りではありますが、蛍橋を渡って美野地区に抜けるか、この二つ

ではないかと思っております。 

 この危険である県道を整備するには、相当の月日がかかるのではないかと思いますので、

仮の歩道を川の方に持ち出してつくるか、県道の整備が完了するまで蛍橋を渡って美野地区

に抜けるか、何らかの対策を立てなければいけないのではないかと思いますが、市長の考え

をお伺いいたします。 

 ３番目に、楠風館にありますトレーニングルームの有効活用についてお伺いをいたします。 

 楠風館の最初の平面プランを見せていただいたときに、私はトレーニングルームをぜひ設

けてほしいと提案をいたしました。その意図するところは、老人医療費の問題が絡んでおり

ました。塩田町の老人医療費は県内で２番目に高く、町としては大きな負担となっておりま

した。いつも医療費を下げるためにはどうすればよいのか、検討課題として議題に上がりま

したが、これといってよい施策は出ておりませんでした。私がお願いしたいのは、トレーニ
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ングルームには多種多様な体を鍛えるスポーツ機器を多数そろえておりますので、若い方が

体を鍛えたり、高齢者の方は今の体の状態を長く保てるように、専門的に指導ができるスポ

ーツ指導員を配置していただき、だれでもがスポーツ指導員のもとで楽しんで健康な体を維

持してもらいたい。足腰が弱れば、転倒して骨折する確率は非常に大きくなります。高齢者

の骨折は、若いときと違い、もとどおりに復活するのは不可能に近いと言われております。

健康な高齢者がふえればふえるほど、医療費の減少にもつながり、市にとっても高齢者にと

ってもよいのではないかと考えます。 

 指導員を配置するには、財政状況の厳しい中ではありますが、それ以上に大きなメリット

が生まれるのではないかと思います。若い世代や中年、高齢者にとって必要だと思いますの

で、市長の考えをお伺いいたします。 

 ４番目に、美野地区で進められております塩田川西部公園遊水池整備事業についてお伺い

をいたします。 

 平成17年３月で県の工事も完了し、あとの整備については、公衆トイレだけが完成をして

おります。今後どのような計画で進めていかれるのか、市長の考えをお伺いいたします。 

 以上にて、壇上からの質問を終わります。 

○議長（山口 要君） 

 ただいまの質問に対して答弁を求めます。市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 ８番川原等議員のお尋ねについてお答え申し上げます。 

 お尋ねにつきましては４点でございます。１点目が南下久間地区の通学路について、２点

目が、県道万才塩吹線の通学路について、３点目が公共施設の有効利用について、４点目が

公共施設の整備についてということでございます。 

 まず、南下久間地区の通学路についてということでございます。 

 過去の塩田町の執行部も努力をなされてまいりましたが、さまざまな要因でおくれている

と承知をしております。路線の変更や測量のおくれ、ひいては地権者の御了解をいただくこ

とがおくれると聞き及んでおります。そのようなことから、先日、臨時議会で議決をいただ

いたものであります。既に一部は工事に入っておりますので、できる限り早期に完成を目指

してまいりたいと思います。 

 市道冬野南部線につきましては、12月20日の完成を目指しておるところでございます。 
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また、市道一本末松籠線につきましては、今年度いっぱいの完成を目指しておるところでご

ざいます。 

 次に、万才－塩吹間の県道整備についてでございますが、先日の鹿島土木事務所の協議の

際にも申し入れをいたしております。回答といたしましては、山側へ歩道設置に向けて計画

をしたいということでございました。今後、地元説明などを行い、実現に向け努力されるも

のと考えております。順調にいきますと、地域の皆様の御要望に沿った整備計画になると思

いますので、実現に向け努力をいたしたいと思います。 

 次に、公共施設の有効利用についてということですが、御提案につきましては、健康増進

に役立つものと考えております。今回、指定管理者制度による運営を議案としてお願いいた

しておりますので、御審議等もお願い申し上げたいと思います。 

 御指摘の施設につきましては、入浴施設もありますので、御提案の利用ができれば、健康

増進に大きな成果が得られると思いますので、御提案として伝えてまいりたいと思います。 

 次に、美野地区の西部公園遊水池の整備についてでございますが、現在の整備につきまし

ては、グラウンドとしての整地が行われているところでございます。その後、地元の皆様か

らはトイレの設置などについて希望があり、トイレ等が整備されておるところでございます。

今後の整備の状況でございますけれども、現在、排水施設が不十分との話が届いております

ので、まず排水施設の整備に取り組み、運動広場としての機能の向上を検討してまいりたい

と思います。 

 また、もともとの整備の目的は遊水池でございますので、整備にも限度があると思います

が、地元と協議をしながら、進めてまいりたいと思います。 

 以上で川原議員のお尋ねについて、お答えとさせていただきます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 それでは、まず通学路の件についてお伺いします。 

 完成日が12月20日と言われたのは、これは冬野南部線の話でしょうか。（「そうです」と

呼ぶ者あり）そしたら、もう一つ、松籠線というのは、今年度いっぱいということは、平成

19年の３月いっぱいということで考えてよろしいでしょうか。 

○議長（山口 要君） 
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 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 一応、担当と協議をいたしまして、とにかく予算の問題もございますので、今年度中には

何とか完成をさせたいというように考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 壇上でも申しましたように、この通学路の件は３年前から提案をしております。なかなか

今まで進みませんでした。今回、再度予算の計上になりまして、一部工事に入っております。

その工事に入っているのが、冬野南部線の工事が始まっておりますけれども、私が大体希望

していたのは、本当は松籠線なんですね。あの分を先にかかってほしかったわけなんですけ

れども、それはそれで今の時点ではもうどうしようもないということでしょうけれども、こ

の件に関しましては、非常に地元の要望というのは強うございます。対話集会でも各地区で

話が出たと思いますけれども、一日も早くという要望が出ておりますので、執行部の皆さん

方もこの件について余り言いませんけれども、とにかく一日も早くというのをまず考えてい

ただいて、完成させていただきたいと。最終的にはこれは３月いっぱいですか、ということ

ですけど、平成18年以内でということは考えられませんか。何で来年の３月まで入るのか、

ちょっと私はわかりませんが、その辺を説明していただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 現在、測量等々も整備を済んでおるところでございまして、現在、地域の皆さん方の御了

解をいただきながら、お譲りいただくように協議を進めておるところでございます。好意的

にお話を受けていただいているというふうに聞いておりますので、これはそれぞれの皆さん

方にお礼を申し上げたいと思います。 

 そういう点で、その後できるだけ早く着工をしたいというふうに思っておりまして、議員

御質問の趣旨も十分承知をいたしております。ただ、そういうことで、担当といたしまして
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も、スピードアップをしてやるという覚悟ではおりますけれども、やはり年度内いっぱいは

かかるというふうに考えて、そのようなことで答弁をいたしたところでございます。できる

だけ早くやるということにつきましては、私も同じ気持ちでございますので、御理解いただ

きたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 その気持ちは十分に理解するわけなんですけど、じゃ担当にお伺いしたいんですけれども、

今の冬野南部線というのがことしいっぱいですか、12月20日までに完了という予定ですね。

この一本末松籠線というのは、予定でいけばどういう流れになるか、ちょっと教えてくださ

い。 

○議長（山口 要君） 

 本庁の建設課長。 

○建設課長（本庁）（松尾龍則君） 

 ただいまの御質問についてお答えいたします。 

 先ほど市長が答弁したように、用地測量が終わりまして、スケジュール的に申しますと、

ことしの９月の末までには用地交渉、それから用地の買収計画、それから登記の完了という

ところの日程を考えますと、３カ月か４カ月はかかると、登記の完了までそれくらいかかる

んじゃないかと推測しております。そういったこともございまして、その間に工事の設計書

を作成いたしまして、10月末までにはこの一本末松籠線の工事を発注したいと考えておりま

す。 

 工事費にいたしまして17,000千円程度かかるということでございますので、その工事費に

見合う工期が最低でも３カ月はかかるということでございまして、余裕を持ちまして、今年

度中に完成させたいと考えておりますが、早期完成に向けまして努力をしていきたいと考え

ております。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 
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 さっきも言いましたように、急ぐという気持ちはわかりますけど、10月末で発注が終わる

予定だと。私は考えるのは、あと11月と12月、２カ月あればできるんじゃないですか。道路

の高さも田んぼの水面から高くなるわけじゃないでしょう。上げないよと。コンクリートの

擁壁でいきますよという話やったですよね。そういうことになれば、コンクリートの養生期

間を過ぎれば、あとは泥を埋めていくと、道をつくると。 

 結局、私は一日でも早く子供を通したいわけなんですよ。今の道が危ないからですね。だ

から、皆さん方が余裕を持ってと言われることはわかるんですけれども、どういうことです

かね、皆さん方も緊迫感といいますか、市民の方がいかに今の通学路を要望しているかとい

うのをわかってもらいたいと思うんですよ。その辺でもう一遍答弁をお願いします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 このことにつきましては、市長になりましてから、市民の方からも再三お話もいただいて

おりまして、また、地域の行政嘱託員さんからもお話をいただいております。そしてまた、

組織をつくって活動してこられた皆さん方からもお話を承っておりますし、対話集会でも何

回でもお話を承っておるところでございます。そういうことで、今回のこの予算につきまし

ては、私としては初めての経験でございますけれども、臨時議会まで開いて市道の建設事業

に取り組んだ熱意は御理解いただきたいと思います。 

 また、今までの私の経験からいたしましても、測量から買収から設計着工というのは、単

年度でしたことはございません。先ほども意見ございましたけれども、やっぱり検討をして、

そしていろんな方の御意見を聞いて、予算をつくって、そして設計をしてということで、す

べてじっくり煮詰めてやってきておるところでございまして、その点では、この単年度での

取り組みということを、私自身は異例の取り組みをしたというふうに考えておりますので、

そういう点は十分御理解をいただきたいと思います。 

 また、地域の皆さん方の御要望も十分踏まえて、担当にも努力を指示してまいりたいと思

いますので、議員の御発言の趣旨は十分承知をしたということで御理解いただきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 
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○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 ありがとうございました。ぜひよろしくお願いいたします。 

 今着工されております冬野南部線のこの分の防犯灯ですか、この分はどのような取り組み

をされていますか。 

○議長（山口 要君） 

 本庁建設課長。 

○建設課長（本庁）（松尾龍則君） 

 ただいまの御質問についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、冬野南部線の防犯灯といいますか、街路灯ですね、につきましても

つけるようにいたしております。ここではっきり本数は覚えておりませんが、50メーターか

60メーターに１本と思っております。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 はい、わかりました。 

 次に、セブンイレブンから樋口病院までの歩道についてお伺いをいたします。 

 現時点で県との話し合いはどのような状況で進んでいるのか、まずそれを伺います。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 現在、先日、県と土木と意見交換会をさせていただきまして、この件につきましても申し

入れをしているところでございます。現在、県でも検討をしていただいているというふうに

考えております。それで、今回初めての県の土木との話し合いを、旧塩田町のときはなかっ

たということでございまして、そういうふうにさせていただいて、いろんな箇所の話もいた

しましたので、そういう点では成果があったんではないかなというふうにも思っております。 
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 そういうことで、御指摘の場所につきましても、今現在、県で検討していただいていると

いうふうに理解しております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 セブンイレブンと樋口病院と、すぎみつというのはもとのスーパーですかね、あの分の地

権者、３名だけですかね、これに関係するのは。 

○議長（山口 要君） 

 本庁建設課長。 

○建設課長（本庁）（松尾龍則君） 

 ただいまの御質問についてお答えいたします。 

 私もそのようであるというふうに記憶しておりますけれども、まずもっては、セブンイレ

ブンジャパンさんですかね、につきましては、土地はそういうふうな要望であればぜひ提供

したいというふうなことで、その分につきましても土木事務所の方にその旨伝えております。 

 それと、この国道498号につきましては、ずっと前から平成14年度から道路改良につきま

してはいろんな話、現道拡幅工事なりが出ておりますので、近々土木とまた協議いたしまし

て、地元の方に道路改良につきましての意見交換といいますか、そういった会議を持って説

明をしていって、早急にこの国道498号につきましても改良が進んでまいりますように努力

をしたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 この３件といいますか、地権者の方の了解が受けられるということがわかれば、県の方は

早急に対応はしてもらうんでしょうかね、どうでしょうか、その辺は。県の対応は、その辺

の感触というのはどうやったんでしょうか。結局、あの通学路というのが、さっき申しまし

たよね、冬野南部線ですかね、あれから来て、松籠線を通って、セブンイレブンに来て樋口

病院まで、あそこまで行けば、あとは歩道があります。結局、その分、終わらなければ、 
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安心、安全な道じゃないわけなんですよ。その辺でもし地権者の方が厚意的に協力をいただ

ければ、県の方としては、例えば、ことしいっぱいか来年いっぱいかの予定がたつのかどう

か、その辺をちょっとお伺いします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 県の工事でございますので、私が直接返事するわけではないわけですけれども、一応この

前の説明会の中では、私どもが新しく建設いたします冬野南部線ですね、それから、一本末

松籠線の計画と、それから施工の時期とか、そういうものも説明をいたしておりますし、ま

たそれをいわゆる議員御指摘の側道につなげていくということの説明をいたしております。

そういうことで、担当課長申し上げましたように、このことにつきましては県も知っており

ますので、対応はしていただけるというふうに思っておりますけども。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 とりあえず今の歩道の設置の件については、執行部の方もとにかく、市長の方も強力に後

押しをぜひお願いしたいと思います。 

 同じ498号線の南下久間地区の件ですけれども、久間小学校に小学生が四、五名通ってお

られます。前からも話があったと思うんですが、円福寺からセイワ工業まで水路がございま

す。この分については地元ではふたをかけてくれと、要するに歩道を、その辺でコンクリー

トを打つかどうかわかりませんが、要するに歩道をつくってくれと要望があったと思います。

この件について、関連質問ということでできましたら答弁をいただきたいんですけれども、

どういう要望があって、どういう対応をされたということについてお伺いをいたします。対

話集会でも話があったかどうか。 

○議長（山口 要君） 

 本庁建設課長。 

○建設課長（本庁）（松尾龍則君） 
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 ただいまの件についてお答えいたします。 

 その水路につきましては、以前からふたをかけまして、歩道として利用できないかという

ことで、県の方にも地元のそういった要望があると。地元といいますのは、南下久間の全部

じゃないんですけど、そういったことで県の方はその当時、そういうような工事をしていい

ということだったんですけれども、現況を見てみますと、水路がありまして、水路から宅地

の方に通路がございます。その水路を通るために、水路を越すために橋をかけてありますが、

そこが宅地があるために、斜めに橋をかけているということで、水路にふたをかけますと、

段差ができて、工法的になかなか難しいということもございます。そういったこともござい

ます。それとまた、そういったことで段差をつけることに対して反対していらっしゃる方も

その当時はいらっしゃったようですので、この話が立ち消えになったということでございま

す。その前の当時、土木事務所の職員につきましては、現在かわっておりますので、そうい

った水路にふたをかけて歩道として利用するというふうなことは、今の職員の方は御存じじ

ゃないかなと思っております。そういったことで、地元の要望がございましたら、市として

も県の方にそういったことはできないだろうかということで再度要望をしていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 今の、この水路の上に歩道をかけるというのは、前からの話でしよったという地元の人か

らの話も聞きます。非常に私もびっくりしたのは、今まで気づかなかったからいけなかった

んですが、小学校の生徒が通っているんですね、水路の近くを歩いていっているんですよ。

これを見て、これはやっぱりふたをかけてしなくちゃいかんということで、それをしなかっ

た場合には、本当にいつ事故があっても、危ない地域でありますけれども、その歩道という

のは、ふたがけは絶対しなきゃいかんということで考えております。 

 皆さん、さっき言われましたように、地元の要望があればと言われましたが、地元の要望

は確かに大きな声があります。その辺で、できれば市長も担当課も、地元の人たちとの話を

交えて、結局ふたをしたら、例えば、水路の中ですから、掃除をしにくいとか、いろんな話

が出ると思うんですよ。極端に言えば、じゃ、ふたを全部グレーチング式でふたがけすれば
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いいじゃないかというような、今はどんな仕事もできますので、そういうことで煮詰めて、

話をぜひしてほしいと思うんですが、それはお願いしたいと思いますけども、いかがでしょ

うか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 このことにつきましては、多分対話集会でも出たんじゃないかなという御意見でございま

すけれども、一応もう一回確認をさせていただいて、私も現場を見て、それからまた担当と

一緒に協議をしてみたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 次に、万才と塩吹間についてお伺いをいたします。 

 県の方で斜面を削って、歩道の整備をするということだろうと思いますけれども、私も向

こうの塩田側の方にいろんな手当てをするよりも、そういう方向性を県が出してくれたとい

うことのは、非常に感謝しております。ぜひ急いでやってほしいわけなんですが、その整備

ができるまでというのが非常に時間がかかると思います。まず、経過、さっき市長が言われ

たように、地元と話をして計画して予算をつくってという流れになれば、何年後にそれが実

行になるのかと、危ないとわかっている道をそれまで放置して通していいのかという話にな

るわけなんですが、通告書にも書いていましたように、これはちょっと教育長にお聞きした

いんですが、蛍橋を渡っての案というのはどうかなと。万才から歩いて自転車で行けば、１

キロ半ぐらい長くなるんですかね。その辺はどうかなと思うんですが、結局、危ないところ

をわかっていて、ここしかないという道じゃないと思うんですね。迂回路というのがありま

すので、その辺でちょっとわかりましたら答弁いただきたいと思います。 

○議長（山口 要君） 

 教育長。 

○教育長（池田 修君） 
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 再度の質問にお答えいたします。 

 塩吹－万才間のあそこの道路を自転車で通学する生徒が現在15名、調査をいたしましたら

おりました。それでそこの利用と、それから議員御指摘のような蛍橋に迂回して中学校の方

に来るという、どちらの方がより安全かということで学校の方とも検討をしておりますが、

蛍橋の方に迂回してくる道路の方も、現在、蛍橋の近くはちょっと改善されておりますね、

幅員が広くなっておりまして歩道もできておりますが、その先の方がまだ大変狭くなってお

りまして、カーブも多いということで、その幅員が一定してないと。それからカーブ等も多

いと。それから朝の時間帯は、私も一度足を運んでどうなのかと、車両等の通行を調べてみ

ましたけれども、かなりあそこは多いわけです、車両の通行がですね。それで、そういう意

味から総合的に判断しまして、それよりも今の万才－塩吹間の方が幅員もきちんとしたもの

があるということ、それから、ある程度の路側帯も狭いですけれども、幾らかの路側帯はあ

るというようなことで、こちらの方が総合的に判断して安全ではないかというようなことで、

一応今のような状況になっているようなことでございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 はい、わかりました。いろんな方と、関係者と協議をされて、そういう方向であれば、そ

れはそれでいいと思います。で、同じ考えなんですけれども、結局、南下久間地区ですね、

この分を考えれば、一番危ないところを通しているわけなんですね。この仮通学路の件で前

に話が出たときに、永正寺ですか、永正寺からすぎやの近くまでという考えが１回あったと

思うんですが、そこは山の上は結局、民家が何もないということでだめだという話になった

と思います。だから、今の松籠線の方にいったと思うんですけど、同じ考えでいけば、例え

ば、完成が来年の初めか、そういうふうになると思います。その期間までに結局、迂回路と

して、今、永正寺から回る道が考えられないかどうか。どうでしょうかね、私もちょっとど

うかなという気がしますが、今の道がとにかく危ないもんですから。 

 私、ちょっと調査をしてみたんですよ。前回も調査しましたけど、今回も朝の７時から７

時45分まで全部調べてみました。中学生が100人通るんですね。高校生が20人でした。45分

間で車が560台ぐらい通るんですよ、ダンプも含めてなんですけど、非常に危ないところな

んです。そういうところを通すよりも、さっき申しました迂回路ですか、を検討すべきじゃ
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ないかという気がするんですが、その辺は市長にしろ、教育長にしろ、どちらの、ちょっと

考えをお聞きしたいんですけど。 

○議長（山口 要君） 

 教育長。 

○教育長（池田 修君） 

 その迂回路の件につきましても、過去に検討されたようでございます。ただ、先ほど申し

ましたように、途中で民家がないということ、それから、かなり道路の幅も狭いというよう

なこともあって、それからカーブも多いということもあって、それよりも今の危ないけれど

も、今のところがまだ安全ではないかということもあったということです。 

 それからもう一つは、やはり距離的にかなり遠回りになるもんですから、保護者の方がそ

れよりも今のところがいいんじゃないかというような意見もあったというようなことを聞き

及んでおります。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 結局はどっちの方に重点を置くかなんですね。距離とか言われますけれども、私から見た

限りでは、今の498の南下久間地区を子供を通すのは、本当にいつ事故があってもおかしく

ないという道路だと思います。だから、松籠線とか、冬野南部線とか、そっちの方の工事が

非常に進んできたと思うんですよ。その辺は市長を交えて執行部の方とも、また、関係者と

も、やっぱりＰＴＡとも１回協議を開いてほしいなという気がします。その辺で話をされて、

そして結論が今の通学路であれば、それはそれでいいと思いますけれども、協議だけぜひお

願いしたいと思います。 

 続きまして、楠風館のトレーニングルームの有効活用についてお伺いをいたします。 

 楠風館を計画するときに、住民の健康増進のため、ぜひトレーニングルームを設けてほし

いとお願いをいたしました。日常生活をする上で健康が一番大事だと考えたからであります

けれども、今のこの楠風館のトレーニングルームの利用状況ですか、どのような方がどれく

らい、どういう目的で利用されているのか、わかりましたらお願いします。 

○議長（山口 要君） 

 企画部長。 
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○企画部長（桑原秋則君） 

 楠風館の利用状況ということでございますけれども、利用状況につきましては、平成16年

度で、１年間で1,725名が利用されております。月に換算いたしまして143人程度になるかと

思います。平成17年度につきましては1,976名、月平均の147名となっております。１日当た

り大体五、六人の方が利用されております。大体利用者の状況につきましては、当初目的に

ついては、先ほど言われましたように、塩田町には体育館がないということで、ぜひトレー

ニングルームをということで要望がありました関係上、楠風館の方にジムを整えたという経

過がございます。そういうことで、健康増進、自己の健康づくりですね、それから楠風館を

利用されたいろいろな団体の方、特に高校生の合宿関係、合宿なんかも行われておりますの

で、トレーニングをされたりということで今現在も利用されております。ほとんど若い方が

塩田町内、あるいは現在、合併した後は嬉野の方からも御利用に来ておられるような状態に

なっております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 若い人が利用されているというのは、非常にうれしい言葉ではありますけれども、私が一

番感じておるのは、高齢者なんですね、高齢者の方が活用していただければなという気がい

たしております。 

 約10年前に、私は福岡に講演会を聞きに行きました。そのときの講師の先生が、福岡大学

の助教授の先生で、スポーツ関係をされている方でした。その当時、皆さん御存じかと思い

ますが、小鴨選手というマラソン選手がいらっしゃると思いますが、そういう人たちの指導

をされている先生でした。その方が何を言われたかといいますと、どのようにすれば体重を

落とすことができるかと、要するに肥満ですね。簡単ですよと。お金も全然かかりませんと

いうことなんです。毎日30分だけ、要するに早足で歩いてくださいと。それを365日続けて

くださいと。これだけで健康になりますよというんです。私も専門的な先生から指導を受け

ると、やっぱり納得ができるんですね。やってみたいと思いました。それと、先生が言われ

た言葉は、やっていれば間違いないんだという確信があるんですね。先生から言われたと、

そういう専門の先生から言われたのを守れば、間違いないんだと。だから、いろんな皆さん
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も頑張れると思うんですよ。 

 だから、私もトレーニングルームにスポーツ指導員の先生が欲しいというのはそこなんで

すね。一人一人の運動の仕方というのは、運動をどれくらいできるかと。やはり、私は例え

ば、１日１時間はしっかり歩けるだけの体力があると。しかし、同じ同級生でも、そういう

ふうにしたら体が壊れる人もいらっしゃるでしょうし、一人一人が違います。そういう人た

ちを見てもらって、診断してもらって、あなたはこういう運動、毎日運動量はこれくらいで

すよとか、それをどういうふうに続ければ、どのようになる、健康になる、今の健康を維持

できると。やはり専門家の人から言われたら、私は特に信用する方ですから、間違いないと

思ってやれば、何か元気も出てきますし、その辺を指導していただく人をぜひ欲しいと。壇

上でも申しましたように、旧塩田町では高齢者の医療費が非常に高かったわけですけれども、

そういう指導をしていただいて、皆さんに、あなたの運動量はこうだ、こういうふうに運動

すればいいんだということを指導していただいて、やっぱり健康な高齢者がふえるというこ

とは、当然医療費も下がるわけですし、まちの活性化にもなりますし、いろんな意味でメリ

ットが大きいということを考えております。１年間でもいいんですよ。できれば、前向きに、

前向きといいますか、ぜひ実行していただきたいと思いますけれども、その辺の話を聞かれ

て、市長、どのように考えられますか、まずお伺いします。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 議員御発言の、福岡大学の先生と同じ先生かどうかわかりませんけれども、旧嬉野町も福

岡大学の先生と提携して、今ずっとやっておるところでございまして、具体的にはステップ

アップ教室ということでございます。それで、昨年度は、老人福祉センターの方にステップ

アップの台も公費で購入いたしまして、今設置をいたしております。毎回来ていただくとい

うわけにはいきませんけれども、要するにステップアップを１日30分ずつ３回することによ

って、相当違うというようなことで、主に高齢者に効果があるというふうなことでございま

す。また、私どもの保健所あたりも講習も受けておりまして、ちょうど合併等のいろんな兼

ね合いがございまして、具体的にスケジュール化はできておりませんけれども、そういう取

り組みをいたしております。 
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 また、ＪＴＢですね、旅行代理店さんもその企画にのっていただいて、昨年は福岡地区か

ら募集をかけられて、嬉野温泉でのステップアップを導入した、いわゆる健康づくりのツア

ーということで、２泊３日だったと思いますけれども、体験等もしていただいております。

先生が違うかわかりませんけれども、同じ福岡大学の先生がそういうことで実績を上げてお

られますので、私どもとしても、できましたら将来はぜひ導入させていただいてやれればと

いうふうに思っております。 

 そういうことで、議員御発言のように、専門的な知識を持った方がちゃんと指導をすると

いうことは、もちろん信頼感というのもありますけれども、継続性が出てくるということで、

やはり特に御高齢者の方は、軽度な運動を長く続けていただくということが一番大事でござ

いまして、過激な運動はかえって逆の効果が出る場合があるわけでございまして、そういう

点でステップアップというのは効果的ではないかなというふうに思って、一応老人会あたり

の高齢者大学ですか、そういうところにも来ていただいて話もしていただいたこともござい

ます。また機会ありましたら、お願いをしたいと思いますけれども、議員御発言の趣旨と合

致すればいいわけですけれども、そういうことで、将来的には今おっしゃいましたような専

門的な形で指導していくということも大事ではないかなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 ぜひよろしくお願いします。今の中年の方も非常に肥えておられる方がふえておりますの

で、そういう方に対しての、極端に言えばトレーニングルームの機器をどういうふうに使え

ばいいんだと、いろんなことも指導もしていただけると思います。そういうことで、ぜひよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 最後に、美野地区にある西部公園についてお伺いいたします。 

 市長は、ここ行かれたことありますか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 
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 対話集会で御指摘いただいた件がございましたので、実際、立ち入って見せていただきま

した。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 この公園を市長としてはどのように整備したいと感想を持たれたか、ちょっとお伺いした

いと思いますけど。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 先ほど冒頭お答え申し上げましたように、遊水池という機能がありますので、整備として

は恐らくできないんじゃないかなというふうに思っております。ですから、現在の使用状況

を少し効率化するといいますか、そういう形で利用していただくということに尽きるんでは

ないかなというふうに思っております。しかしながら、その効率化して使うためにも、いわ

ゆる排水施設等が非常におかしいという指摘がございまして、そこらを見に行きました。で

すから、先ほど申し上げましたように、まずそこらから手をつけて、まず危険性を防止する

ということじゃないかなと思いますし、また、駐車場等もまだ不備でございますので、そこ

らのこともちゃんとしていかなければならないと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 確かに駐車場も不備ですし、その周りののり面ですか、公衆トイレののり面も、公衆トイ

レは新しいけれども、その周りはバラスで、のり面はそのままだという感じで、これは何だ

という感じがします。その辺の整備はぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 それと、できるかできんかはわかりませんが、来年の全国高校総体ですね、この西部公園

に、ソフトテニスの予定構想があります。その辺をあわせて整備ができないだろうか、練習
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会場としてですよ。その辺はどうかなという気がするんですが、いかがでしょうか。 

○議長（山口 要君） 

 市長。 

○市長（谷口太一郎君） 

 お答え申し上げます。 

 そういう御意見もございましたので、ほかの競技でもどうかということで拝見をいたしま

したけれども、練習コートといえども、オムニコートを要求されると思いますので、そこで

オムニコートを整備するということは、やはり非常に厳しいんじゃないかなというふうに思

っております。 

 以上でございます。 

○議長（山口 要君） 

 川原議員。 

○８番（川原 等君） 

 わかりました。 

 以上で、質問は終わりますけれども、冒頭申しました通学路の件につきましては、ぜひよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（山口 要君） 

 これで川原等議員の質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでございました。 

午後４時15分 散会 

 


